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Ⅰ 調査の趣旨と調査概要 
  

1 目的 
 

 小山市では、生態系の頂点に立つコウノトリが

定着・繁殖するラムサール条約湿地「渡良瀬遊水

地」を擁する、都市環境と田園環境が調和したま

ちとして、小山市の現在の環境を将来にわたり維

持向上させていくため、これからのまちづくりを

「田園環境都市おやま」と呼び、SDGs の実践と

一体化したまちづくりに取り組もうとしている。 

 本調査は、上記背景を踏まえて、踏査（現地調

査）、地域の聞き取り調査、文献調査を実施して基

礎資料を作成し、小山市における持続可能な社会

実現に向けた「田園環境都市おやま」を具現化さ

せるとともに、市民・企業・市民団体・行政など

各主体に「田園環境都市おやま」を浸透させて各

種取組みの深化を図るものである。 

 

 
2 本調査の「風土性調査」としての性格付け 
 

 本調査は、地域の風土性（風土の性質、成り立

ち）に着目して行った。「気候風土」から「企業風

土」まで、人々になじみのある風土は、地域の自

然に人間が暮らしと生業を通して働きかけてかた

ちづくられる（詳細はⅡ章を参照）。 

 こうした風土の調査は、地域に暮らす市民とと

もに地域の自然と人間の関係のこれまでを知るこ

とに当たる。そして、そこから地域の持続可能な

あり方を考えてゆくことが可能となる。また、あ

る専門分野の中で行われる地域研究とは違い、調

べる対象は自然から社会、文化まで幅広く、それ

ら風土の要素を分析し、要素の間の関係を調べた

結果を総合・統合することで風土の成り立ちが読

み解けてゆくため、地域の実像を浮かび上がらせ

ることに結びつき得る。 

 このように、持続可能なまちづくりに市民と行

政が共同で取り組む際に依って立つ基盤と考えら

れる風土性調査として、本調査は実施することと

した。 

 

 
3 地域での各種調査 
 
令和 6 年 4 月 4 日から令和 6年 6 月 30 日まで

を調査期間として、踏査（現地調査）、簡易社会調

査 2種（聞き取り調査、アンケート調査）、文献調

査を組み合わせて行った。以下に、概要を示す。 

 

3-1 踏査 

 寒川地区及びその周辺で踏査を行い、後述する

文献調査を適宜組み合わせて、調査地区の地理や

動植物の生態、地域の歴史や民俗に関する情報を

収集し、地理的条件が土地利用、都市環境・田園

環境それぞれの市街地・集落の構成にどのように

生かされ、建築物や土木構造物の形態等にどう影

響しているのか調査した。また、これらと地域の

人々の生活や生業との関係性や、どのように地域

の産業や文化等を生みだし発展させ、現在の風土

形成にいたっているかについて調査を行った。 

 踏査は、必要に応じて市担当者と業務受託者が

共同で実施した。市民の協力を受け、踏査に同行

いただいた経路もあった。 
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3-2 簡易社会調査１ ̶ 地域の聞き取り調査 

 当該地区の将来のまちづくりに資するキーパー

ソンを対象に、グループインタビューとして聞き

取り調査を行った。 

 

3-3 簡易社会調査２ ̶ アンケート調査 

 現地調査と聞き取り調査をもとに、調査地区在

住の市民が知る情報等をさらに少しでも多く集め

ることと、「田園環境都市おやま」の具現化に向け

た取組みの周知を目的として、地域の現状や課題

それらに対する意見等を尋ねるアンケート調査を

行った。 

 
3-4 文献調査 

 各調査に必要な情報収集のため、当該地区に関

連する各種文献について調査を行った。なお、市

は業務受託者へ市史や調査対象地区に関した資料

を貸与もした。 

 

 

4 調査報告 
 

 風土性調査の結果を調査地区在住の市民に伝え

る報告発表を下記日程、会場において行った。 

 

・	日程 令和 6 年 9 月 6 日(金) 18:00-19:30 

・	会場 小山市寒川公民館 

 

 

5 田園環境都市おやまビジョン基礎資料の作成 

 

 上記 4 で行った報告と当日の質疑応答の結果を

踏まえて、「田園環境都市おやま」を具現化させる

とともに、市民・企業・市民団体・行政など各主

体に「田園環境都市おやま」を浸透させて各種取

組みの深化を図るための基礎資料として、本報告

書を作成した。 
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Ⅱ 踏査および文献調査による報告 
 

1 寒川地区の概況 
 
寒川地区の位置、面積、人口と沿革 
 
 寒川地区は、明治 22 年（1889）の町村制施行
にあたり寒川郡が廃され、同郡中里、鏡、寒川、
迫間田村が下都賀郡に編入し、同郡の押切村と組
織した新村、寒川村をもととする。地区の面積
6.44km2は市の面積の約 3.7%、人口 1,222 人は
市の人口の約 7.3%を占める。（令和 6年 4 月 1 日
現在。「小山市統計年報 令和 6 年度版」より）。 
 寒川地区は、思川低地に立地する。おおむね地
区の東側の縁は与良川、西側の縁は北部で永野川、
中部から南側で永野川と合流した巴波川に限られ
る。現在の栃木県域への弥生文化の波及は弥生時
代中期前半のことで、小山市域でも同様と考えら
れ、以降の寒川古墳群に見られる前方後円墳の集
中は、寒川地区における水稲稲作を中心とした農
業生産力の高さに基づくと考えられている。さら
に、古代には今日の小山市域の北側に東山道が通
され、思川西部には下野国府が置かれ、それより
南側に条里制がしかれ、地区と周辺は寒川郡と呼
ばれるようになり、近世には野木から栃木へ抜け
る日光山裏道と巴波川の水運を擁した。小山市域
では河川交通の発達との関係から多かったと指摘
される和算家を、寒川地区からも輩出している。 
 こうした寒川地区では、全体に平坦な中でも微
高地を集落と畑、低湿地を水田に使い分ける、地
区の環境条件に即した土地利用の基本形が、弥生
時代中期前半 (中期は紀元前 1 世紀頃より) 以降
一貫して続けられている。つまりは、今日でいう
生態系サービス、自然の恵みに当たる食料生産と
準自然的な環境調整を当地区が担い、保ってきた
期間は 2100 年にも及ぶことになる。 
 

特異な地位と文化性 
 
 寒川の地名は、古代より寒川郡と郡名に冠せら
れてきた。また、胸形神社と現在の間々田地区の
安房神社の二社が一つの郡から式内社に選ばれた
ことや、小山政光、後白河上皇、伊勢神宮の順に
郡内の一部が寄進されて、「寒川御厨」とされた
ことなどから、当地区には古格が認められるとし
てもよいのではなかろうか。 
 さらに、郡出身者の防人の歌が万葉集に選ばれ、
胸形神社に合祀された天満宮 (学問の神様) の行
事である花桶かつぎが受け継がれ、近世には和算
家が地区で生まれたことを含めて、その地位と文
化性が特筆に値する地区であるといえる。 
 
渡り鳥の重要渡来地 
 
 寒川地区においても、河川低地の低湿地は、明
治以降圃場整備され、乾田化されている。しかし、
今日、冬期と夏期の湛水事業を小山市が先導し、
農業者がそれに応えている。乾田や収穫を終えた
麦畑を短期的に湿地に戻す、夏期の湛水事業「な
つみずたんぼ」の効果に関した調査では、寒川地
区を含む栃木県南部水田地帯が、シギ・チドリ類
などの渡り性水鳥が使う「東アジア・オーストラ
リア地域フライウェイ」の保持に貢献しているこ
とが確認されている。 
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2 地域の自然について 
 

 

 
       図 1 風土の定義  
 
 実際に地域を見て歩く踏査と、地域について書かれた書籍や論文に学ぶ文献調査を組み合わせて、地
域の風土性について調査を行った。この調査は、はじめに「地域の自然について」、次に「地域の自然へ
の人の働きかけについて」、続いてそのようにかたちづくられた「地域と人々の心身の結びつき」につい
て、そして「景観から読みとれるその他のこと」を調べて記述する流れで実施した。結果は、図解的に
スライドとしてまとめた。以下、順に掲載する。図 1には、再び風土の定義を示した。 
---------- 
出典｜薗⽥稔編『神道』（弘⽂堂、1988 年、総 372 ⾴）。アルフレッド・シュッツ、トーマス・ルックマン『⽣活世界の
構造』（那須壽監訳、筑摩書房、2015 年、総 634 ⾴） 
 
 踏査は、以下の日程で実施した。 
04 月 04 日(木) 胸形神社・巴波川 
05 月 10 日(金) なつみずたんぼ 
    16 日(木) 中里 
06 月 08 日(土) 南部 迫間田・寒川・迫間田・寒川・中里 
    10 日(月) 北部 中里・押切・鏡 
    24 日(月) 北部 (追加) 鏡 
 
 なお、本地区は思川低地に位置し、ほぼ全域が洪水浸水想定区域に当たる。簡易社会調査では、水害
や農業の継承への不安を示す回答が上位を占めた。このことについて、はじめに整理する。 
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      図 2 巴波川流域における環境の変化について 
                                          
  土地利用の変化、国内の林業を取り巻く状況、気候変動等の影響から、災害の危険度は増している。
	

	
      図 3 巴波川流域と地形、小山市および寒川地区の位置の関係 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2024） 
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      図 4 思川・巴波川流域の植生 
---------- 

出典｜⽣物多様性センター｜⾃然環境調査 Web-GIS｜植⽣調査 http://gis.biodic.go.jp/webgis/ (廣瀬改変 2024) 

 

 

 
      図 5 上位 1%の日降水量とその日の平均気温 (縦軸は対数表示) 。(廣瀬改変 2018) 
 

 気温の上昇に伴い、降水量は上昇する。このことに関した説明を、専門書ほかから引用して示す。 
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      図 6 市街地の非農家への田園部の農業の貢献について整理する。 
---------- 

参照｜環境省⾃然環境局｜⽣物多様性と⽣態系サービス https://www.biodic.go.jp/biodiversity/activity/policy/valuation/service.html 

 

 

 
      図 7 寒川地区での農業継続・継承の困難さを確認し、その公益的価値を評価する。 
 

 河川低地は稲作等に向くが、水害に遭う危険も付随する。危険の除去・低減と共に、補償が求められる。
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       図 8 小山市の地区区分と寒川地区の位置 
                                          
 市域は、旧町村の区分に基づいて 11 地区に分けられ、当地区はその西部に位置する。 
出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2024）

 

 
       図 9 小山市と寒川地区の地形。地区の東西は、3つの河川にほぼ限られる。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2024） 
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       図 10 寒川地区の成り立ちを振り返る。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2024） 

   ⻘⽊知義「寒川⼩の前⾝」『ふるさと寒川 第 2 集』⼩⼭市⽴寒川⼩学校 PTA 著・発⾏、1991 年、34-35 ⾴ 

 

 
       図 11 低湿地に水田、微高地に集落が設けられ、水田は湿田から乾田に置き換えられた。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図｜標準地図+陰影起伏図+明治期の低湿地 3D http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2024）  



Ⅱ 踏査および⽂献調査による報告 

 

	

	

10	

3 地域の自然への人の働きかけについて 
 

 
      図 12 水稲耕作を柱とする弥生文化が、小山市域へ流入してきた時期について考える。 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I  ⾃然 原始・古代 中世』⼩⼭市、1984 年、235 ⾴ 

 

 
      図 13 寒川地区における「湿田をつくりやすい」氾濫原（氾濫平野）の分布を見る。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図｜治⽔地形分類図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2024） 
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       図 14 寒川古墳群の存在からも、当時の寒川地区の農業生産力の高さが窺える。 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I  ⾃然 原始・古代 中世』⼩⼭市、1984 年、236 ⾴ 

 

 
       図 15 古墳群の規模と築造年代（想定）を整理する。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2024） 

   秋元陽光「“栃⽊沖積低地” 周辺の古墳―伯仲 1 号墳の位置付けをめぐって―」『研究紀要 第 31 号』とちぎ未来 

   づくり財団 埋蔵⽂化財センター、2023 年、21 ⾴ 
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       図 16 現在までに、消滅したものを含めて前方後円墳 5 基、円墳 7 基が確認されている。 
---------- 

出典｜農地、⽔、環境保全活動 中⾥毘沙⾨の郷「郷⼟の歴史、伝統・⽂化の継承」「寒川古墳群蹟」解説サイン、2010 年 

 

 
       図 17 毘沙門山古墳を遠望する。中里。2024/06/08 
----------  

出典｜秋元陽光「“栃⽊沖積低地” 周辺の古墳―伯仲 1 号墳の位置付けをめぐって―」『研究紀要 第 31 号』とちぎ未来 

   づくり財団 埋蔵⽂化財センター、2023 年、22 ⾴ 
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       図 18 条里制は古代の土地区画制度で、南北の「条」と東西の「里」に土地を大区分した。 
 
 条里の一辺は 6町=約 654mで、内部を 36個の方格地割に中区分し、さらにこれを区分けて運用した。 
出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I  ⾃然 原始・古代 中世』⼩⼭市、1984 年、355 ⾴ 

 

 
       図 19 条里制による土地区画は巴波川流域で、南は寒川地区の迫間田まで及んだ。 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I  ⾃然 原始・古代 中世』⼩⼭市、1984 年、359 ⾴ 
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       図 20 関東第二の規模で条里制が施されたことと、下野国の位置との関係を振り返る。 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史通史編 I  ⾃然 原始・古代 中世』⼩⼭市、1984 年、359-360 ⾴ 

 

	
       図 21 防人は、大宝律令に続く養老律令に定められた、九州沿岸の警護に関する制度。 
---------- 

出典: 奈良県⽴万葉⽂化館｜万葉百科｜https://manyo-hyakka. pref.nara.jp/db/detail?cls=db_ manyo&pkey=437 

   6&dicCls=d_utabito&dicDataId=229&detaillnkIdx=0 (2024-08-27 参照) 
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       図 22 寒川は下野国の郡名とされ、地区の胸形神社は式内社 (官社) に指定されていた。 
---------- 

出典: ⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I  ⾃然 原始・古代 中世』⼩⼭市、1984 年、387 ⾴ 

 

 
       図 23 南側の土俵から見た胸形神社社殿。寒川。2024/06/08。 
 
出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I  ⾃然 原始・古代 中世』⼩⼭市、1984 年、388-389 ⾴。『延喜式』   

   は延喜 5 年 (905) から延⻑ 5 年 (927) にかけて醍醐天皇の命により編さんされた 
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       図 24 寒河郡または小山庄は、小山政光→後白河上皇→伊勢神宮の順に寄進されて御厨に。 
---------- 
出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I ⾃然 原始・古代 中世』⼩⼭市、1984 年、424-432 ⾴ 
 

	
	 	 	 	 	 	 	図 25 近世には街道と脇道が整い、古代、中世以来の交通の要衝としての性格が強まった。 
---------- 
出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史通史編 II 近世』⼩⼭市、1986 年、260-261 ⾴  廣瀬改変 2022 
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       図 26 集落の分布がはっきり見える 1947 年撮影の空中写真 (左) と今日の日光山裏街道。  
---------- 
出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史通史編 II 近世』⼩⼭市、1986 年、261 ⾴ 
 

 
      図 27 当時、比較的「川幅の広い、水深のあるところに渡船場があったことになる」。 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史通史編 II 近世』⼩⼭市、1986 年、488、501 ⾴  
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4 地域と人々の心身の結びつき 
 

 
       図 28 磯辺一族の彫刻は、近隣では中地区の東箭神社、大川島神社、熊野神社に残る。 
---------- 

出典｜間々⽥商⼯会・⼩⼭歴史研究界「中⾥神社説明板」 

 

 
       図 29 文章は、大木源吾「明神様 (シャンシャン馬) (迫間田古御門神社のお祭り) 」より。 
---------- 

上に引⽤した⽂は、『ふるさと寒川』(⼩⼭市⽴寒川⼩学校 PTA 著・発⾏、1988 年、39-42 ⾴) 所収 
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       図 30 鏡神社の建築彫刻 (写真左) と観音時鐘楼門 (同右) 。2024/06/10 
---------- 

出典｜松丸俊明「観⾳時の沿⾰」『ふるさと寒川 第 2 集』⼩⼭市⽴寒川⼩学校 PTA 著・発⾏、1991 年、5-8 ⾴ 

 

 
       図 31 寒川地区における明治 6年 (1873) からの小学校設立について表にまとめる。 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 III 近現代』⼩⼭市、1987 年、73-86 ⾴ 

   ⻘⽊知義「寒川⼩の前⾝」『ふるさと寒川 第 2 週』栃⽊県⼩⼭市⽴寒川⼩学校 PTA 著・発⾏、1991 年、34-35 ⾴ 
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       図 32 開蒙舎分校払塵学舎が置かれた正福寺 (左。迫間田) と現在の寒川小学校 (右。中里)。 
---------- 
出典｜年表「ふるさと寒川」栃⽊県⼩⼭市⽴寒川⼩学校 PTA 著・発⾏、1987 年、4 ⾴。 
   鈴⽊真三「第六代 PTA 会⻑の思い出」栃⽊県⼩⼭市⽴寒川⼩学校 PTA 同書、26-27 ⾴ 
 

 
      図 33 「知恵の神様」として信仰される星宮神社と和算の地域的関係を考える。 
---------- 
出典｜『⼩⼭市史通史編 II 近世』1986 年、250、599-601 ⾴。同『⼩⼭市史 ⺠俗編』1978 年、452-453 ⾴ 
   麓 和善ほか「初期和算書における建築積算技術」『⽇本建築学会計画系論⽂報告集』363、1986 年、115-124 ⾴ 
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      図 34 地区の 7 歳の女児が花桶をかついで神輿の渡御の供奉をする花桶かつぎ。龍樹寺。 
---------- 
出典｜⻘⽊知義「花桶かつぎ (寒川天満宮と花桶かつぎ) 」『ふるさと寒川』⼩⼭市⽴寒川⼩学校 PTA、1988 年、36-37 ⾴ 

 

 
      図 35 『ふるさと寒川』(左) と『ふるさと寒川 第 2 集』(右) 。 
 
 「研究 PTA の指定を受けたことを契機に、寒川を見つめ直そうと」。「通学路の端や畑の一角に先人の
偉業がひっそりと残され (中略) この冊子が多くのことを語りかけることを期待します」。 
出典｜⻘⽊徳久「発刊によせて」『ふるさと寒川』⼩⼭市⽴寒川⼩学校 PTA 著・発⾏、1988 年、1 ⾴ 
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5 景観から読みとれるその他のこと 
 

 
      図 36 寒川小学校「田んぼの学校」のビオトープ (観察池) と田んぼ。中里。2024/05/20。 
---------- 

出典｜寒川⼩学校編・発⾏「寒川⼩だより 伸樹」861 号、2022 年 3 ⽉ 24 ⽇、1 ⾴ 

 

 
      図 37 東アジア・オーストラリア地域の渡り鳥の移動において、当地区も休息と採餌の場に。 
---------- 

参照｜David A. Milton. Threatened shorebird species of the East Asian-Australian Flyway. Wader Study Group Bulletin 100. 2003. pp. 105-110 
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      図 38 ふゆみずたんぼ実施田の例。上生井 (生井地区) 。2021/06/23。 
---------- 

出典｜⼩⼭市ウェブサイト｜ふゆみずたんぼ・ホンモロコの取組について https://x.gd/BbL1r 

 

 
      図 39 なつみずたんぼ実施地の例。穂積地区。2022/08/22 鈴木由清 (山鳥舎) 撮影。 
---------- 

出典｜⼩⼭市ウェブサイト｜なつみずたんぼについて https://x.gd/UGZZ0 
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      図 40 寒川地区調査地点。2024/06/08。 
---------- 

出典｜鈴⽊由清「⼩⼭市におけるシギ・チドリの渡りについて」2024 年、資料編 3 ⾴ 

 

 
      図 41 タシギ。豊田地区。2022/09/07 鈴木由清 (山鳥舎) 撮影。 
 
 タシギは当地区に、アジア大陸北部から越冬のための本州中部以南~東南アジアへの渡りの途中に飛来。 
出典｜鈴⽊由清「⼩⼭市におけるシギ・チドリの渡りについて」2024 年、資料編 3 ⾴ 
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      図 42 押切・中里。1949/08/25 (左) 。2021/05/06 (右) 。 

---------- 

出典｜国⼟地理院｜地図・空中写真閲覧サービス https://mapps.gsi.go.jp 

   ⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I ⾃然 原始・古代 中世』⼩⼭市、1984 年、72 ⾴ 

 

      図 43 写真は、耕起中の田 (左) とムナグロ (右)。 

---------- 

⽂中の※印の内容は、⿅沼⾃然観察会の鈴⽊由清⽒より、2024 年 5 ⽉ 10 に現地で説明を受けた。 
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      図 44 小山市には写真のノスリを含む猛禽類も複数種が生息・生育する。 

---------- 

参照｜⾵間健太郎「⿃類がもたらす⽣態系サービス: 概説」『⽇本⿃学会誌』64 (1) 、2015 年、3-23 ⾴ 

 

 
      図 45 屋号を橙色の文字で示した。屋号は、当時または以前の職業や位置を表す。 

---------- 

参照｜⻘⽊繁男他 (取材) 「迫間⽥の坪と屋号」『ふるさと寒川 第 2 集』⼩⼭市⽴寒川⼩学校 PTA、1991 年、38-39 ⾴ 
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１ ⽬的と実施概要 
 
１-1 ⽬的について 
 
 寒川地区で暮らす⼈々の⽣活や意識をできうる
限り実情に近いところで把握すること。特に、過
去と現在の⽣業や⽣活の様⼦、地域をどのように
認識しているか、寒川地区で暮らしながら、⼤切
に守っていきたい地域の宝や、逆に解消したい困
りごとなどについて、どのような考えを抱いてい
るかなどについての把握を試みる。また、それら
の関係性を読み解くことで、寒川地区および⼩⼭
市域全体での⽥園環境都市おやまビジョンの⼿が
かりを得ることを⽬的とする。 
 
1-2 実施概要について 
 
 令和 6 年 3 ⽉から７⽉にかけて、下記の 2 種類
の簡易社会調査を⾏った。 
①座談会形式のグループインタビュー 
②⾃治会加⼊全世帯を対象としたアンケート 
⾃治会への説明や広報周知は下記の通り。 
・4 ⽉ 15 ⽇：⾃治会⻑会議の後に時間をいただ

き説明会を実施（寒川公⺠館にて） 
・３⽉および４⽉に⽥園環境都市推進課より「⾵

⼟性調査に⼊る」ことの広報周知を回覧などを
通して⾏った。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
1-3 座談会形式のグループインタビュー 
について 

 
⑴ 特に考慮したこと 

アンケート調査では、本調査で⽴てた⽬的達成
のためには、設問や提⽰する選択肢が、住⺠が「⽇ 
頃考えていること」「伝えたいこと」「語りたいこ
と」に沿っているかどうかが重要になる。そこで
グループインタビューを先⾏して⾏い、そこで語
られたことをもとに、アンケートの質問における
選択肢を設定することを基本としている。スケジ
ュール的に⼀部のインタビューがアンケート作成
には反映されない場合もあり、⾃治会⻑を対象と
した説明会において、地区での困りごとや⼤切に
守りたいものなどについてご意⾒を聞かせていた
だいた。 
   
⑵ 実施時期と対象者について 
次の３つのグループで実施した。各回には、地区
ビジョン策定チームの職員、市⺠委員も同席した。 
①農業従事者の皆様：3 ⽉ 18⽇ 
新年度４⽉に⼊ると⽥植えの準備などで農繁期に
⼊ることから３⽉のうちに設定した。農業委員、
農地利⽤最適化推進委員、法⼈経営の⽅、個⼈事
業者の⽅など 計６名の⽅に参加していただいた。 
②⼦育て世代の皆様：5 ⽉ 14 ⽇ 
寒川地区⼦ども会育成会連絡協議会より６名の
⽅々にご参加いただいた。 
③⾃治会⻑の皆様：５⽉ 16 ⽇ 
全⾃治会⻑５名の⽅にご参加いただいた。 
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⑶ 全ての聞き取りにおいて、共通の質問内容 
①⾃⼰紹介として〜寒川地区とのご縁、仕事や地
域での活動、⽣活圏について 
②地区の昔と今。変わったこと変わらないこと 
③地区で暮らすなかで感じる、解消したい困り事 
④地区の⼤切に守り、未来につなぎたいもの 
⑤都市部と⽥園部は、これからどんな関係を築い
ていくと良いか等、これからの⼩⼭市のまちづく
りへの意⾒ 
以上に加えて、それぞれのグループの特性に即

した質問（⼦どもたちの帰宅後や休⽇の過ごし⽅、
農業の今と昔、など）を加えて聞き取りを⾏った。 
 
1-4 アンケート調査について 
 
⑴ アンケート調査 

実施⽅法１ 
・６⽉初旬配布：広報配布時に公⺠館より各世 

帯に他の配布物と同時に配布。 
・６⽉ 28⽇を締切とし、⾃治会のご協⼒で 

回収 97 通（⺟数 423：回収率：22.9％） 
実施⽅法２ 
・上記による回答数が少なかったため締め切り 

を延⻑し、全世帯へ依頼書を郵送、 
 回収 14 通（⺟数 512：回収率 2.7％）。 
実施⽅法 3 
・紙の調査票の郵送と並⾏して、インターネッ 
トで回答をいただけるように、実施⽅法１及び
２の依頼書に、グーグルフォームの⼆次元コー
ドを記載した。 

・１及び２の期間で 60 名の回答があった 
 
回答数  
・上記合計 171 名の回答により集計を⾏った。 
集計結果を、「⼩⼭市寒川地区アンケート調査 
集計結果報告書」にまとめ別添資料とした。 

 

２ 結果整理の⼿法について 
 
グループインタビューにおいては、下記の３種

の記録を作成し、③を本報告書に掲載している。 
①書き起こしデータの作成  
②個⼈情報を残した形で、座談会の時系列に発⾔
内容をまとめたもの  
③個⼈情報を抜き、発⾔内容を、時系列ではなく、
いくつかのテーマやトピックごとに編集した記録。
発⾔内容に関連した史実や、少し曖昧な記憶に基
づく参加者の話を裏付ける記録などを、脚註の形
で、各種⽂献から転載し補⾜する。 
 アンケート調査については、単純集計と、主要
な質問において属性との相関をみるクロス集計を
⾏った。概要版を次章の調査結果に掲載し、全デ
ータは、別添資料（アンケート調査集計結果報告
書）に掲載する。 
  グループインタビューと、アンケートの結果に
ついては、個々の検証に加えて、得られた情報の
関連性などを読み解き、ビジョン策定に向けた報
告会やワークショップなどの基礎資料として活⽤
している。 
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３ 各調査の結果報告 
3-1 グループインタビューの記録 
 

この章ではグループインタビューで⾏った聞き取
りの成果を、開催順に掲載する。初めに、語られ
たことを概観するために各回記録の⾒出し⼀覧を
掲載し、次に各調査で語られた内容を掲載する。 
------------------------------------------------ 
１｜農業従事者の⽅々 
------------------------------------------------ 
１：参加の⽅々の営農状況や地域との関わり  
２：寒川地区の農業の現状 
   ・採算が取れない厳しい現状  
  ・補助金の申請について 
  ・他所からの新規就農者の大変さ、親元就農 
   のありがたさ  
  ・耕作放棄地  
  ・大規模集積化、設備と経費  
  ・井戸水  
  ・都市部との関わり  
３：地区ビジョン策定の進め⽅について   
４：未来に残していきたいこと、 

未来への展望 
   

----------------------------------------------- 
２｜⼦育て世代の⽅々 
------------------------------------------------ 
１：参加者の⽅々の地域との関わりや⽣活圏、暮

らしてみての感想など 
   ・他所から移り住んだ方の感想 
２：⼦どもたちの⽇常 

・地区の生き物 
３：寒川地区での困りごと 

・学童や習い事 
・公共交通の不便さ 
・水害と避難経路の問題について 

 

 
・上下水道の不備について 
・生き物調査とホタル 

４：寒川地区で守りたいもの、未来への展望 
  ・地区ぐるみの祭りや催事 
   ・子育て世代が寒川に増えてほしい 
 
------------------------------------------------ 
３｜⾃治会リーダーの⽅々 
--------------------------------------------------------- 
１：参加者の⽅々の地区との関わり 
２：お囃⼦の活動と継承 
３：⼦ども時代からの地区の変化 

・巴波川 
・世帯の形態の変化と空き家の増加 
・交通量 
・戦時中の寒川地区 

４：寒川地区の困りごと 
・水害時の避難用舟  
・避難経路と避難場所の問題 
・上下水道 
・地域コミュニティ 

５：寒川地区の未来ビジョン 
・未来に残していきたいもの 
・30年後の土台づくりと喫緊の課題 
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------------------------------------------------ 
1｜農業従事者の⽅々 
参加者：農業委員、農地利⽤最適化推進委員、 

法⼈経営の⽅、個⼈事業者の⽅など 計６名 

実施：2024 年 3 ⽉ 18 ⽇ 18 時〜19 時 30 分 

場所：寒川公⺠館 

------------------------------------------------ 
 
１：参加の⽅々の営農状況や地域との関わり 
 
寒川 
◎寒川に⽣まれ育って専業でやってきた。⼟地利
⽤型で、⽶、⻨、⼤⾖が中⼼で、露地野菜もやっ
ている。 
◎昔はここも⼟地改良する前は本当に細かい⽥ん
ぼで、ちょっと複雑な地形だったが、耕地整理、
⼟地改良が終わり、もう 50年ちょっとたつが、
⽴派な⽥んぼになり、皆さんが本当に⼤規模経営
できる農業になってきている。 
◎その中で、祭りであったり、学校の⾏事であっ
たり、そういうものに関わりながら、皆さん、和
気あいあいとやってきている。少⼦⾼齢化で、本
当に⼦どもが少なくなってきて、祭り⾃体も、寒
川で⾔えば花桶かつぎという祭り、そういうのも
だんだんとできるのかなという感じになってき
た。今年も担ぐ⼈がいない。それが、これから
先、5 年、10年、どうなるかなという⼼配があ
る。これから本当に若い⼈に、この寒川を背負っ
てもらって、⾃分も頑張ってやっていきたい。 
押切 
◎押切の⼀番⻄側で、永野川の川っぷちに住んで
いる。去年の 12 ⽉まで会社勤めをしていて、⻑
男なので家も継がなくてはならず、兼業で⽶作り
をやっていた。⽥んぼなどはいくらもやっていな
くて、１町くらい。 
◎本⾳で⾔えば、たくさん⽥んぼをやったり畑を
やったりして、農業に関わりたかったが、先祖
代々持っている⽥畑が少なかったので兼業でやっ

てきた。寒川地区がこれからどうなっていくか、
30年後は⾃分はいないと思うが、⽅向性という
か、それを⾒つけられたらいいと思う。 
中里 
◎中⾥で兼業農家の家に⽣まれて、18年間、東
京の会社でサラリーマンやっていて、38か 39に
なった頃、会社を辞めて就農した。⽶、⻨、⼤⾖
を作っている。会社員も結構頑張ってやったなと
思って、次に何かやりたいなと思ったときに、だ
からと⾔って何か起業するということではなく、
仕事の中⼼が東京で、通勤していたが、その時間
ももったいないしと⾒つめ直して、農業をやろう
かなと、脱サラからの就農を決めた。思川⻄部⼟
地改良区の中⾥地区の理事をやっているので、そ
ういった観点から⾒た農業や⼟地、農地というも
のに関わりを持ってやっている。 
鏡 
◎東京の⼤学を出た後、地元の企業に⼀度就職し
て、40を機に就農した。⽶、⻨、⼤⾖、露地野
菜に取り組んでいる。6 年前に株式会社を設⽴、
従業員とかはそんないないが、法⼈名義を作って
そこで取り組んでいるような形にしている。 
◎地域との関わりというと、細かいのはいろい
ろ、就農してからいろいろな話が舞い込んできて
いる。他には、⼦どもが⼩学校のときに寒川⼩学
校の PTA会⻑を引き受けたり、現在だと美⽥中
学校の授業運営委員とか、JAおやま美⽥⽀店事
業運営委員とか、何かそういうのがちょこちょこ
任されている。 
中里 
◎私も同じく Uターン組。東京で就職してい
て、28 ぐらいのときに戻ってきて就農した。農
業歴は 17 年くらいになる。祖⽗と⽗親が農業を
やって、⽗親がイチゴ栽培をしていたので、⾃分
もメインは、イチゴ。⽶はほぼ家族や親戚で⾷べ
るくらいなので、１町歩もないくらい。あまりは
基本的に全部 JAに出している。 
◎他の⼈もそうだが、消防団や農協の⻘年部の部
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⻑を経験してきている。⾃分は他に⼩⼭市のイチ
ゴ部会の役員など。 
◎イチゴ は、３年前から「とちおとめ」と「と
ちあいか」を半々くらい作ってきたが、去年、全
⾯切替で今は「とちあいか」だけ。酸味がなくて
⽢味が強い品種。収穫の時など忙しくて、近所の
⼈７⼈くらい、パートできてもらっている。 
迫間田 
◎家が専業専業で、⾃分は申し訳ないですが 13
から（笑）農業やっている。 
◎⽶、⻨、⼤⾖で、けっこう広く・・・。（「寒
川では⽶⻨合わせて⼀番広くやっている」と同席
者の紹介に）いえいえ、１町くらいということ
に。恥ずかしくて⾔えない。 
 
２：寒川地区の農業の現状 
 
採算が取れない厳しい現状 
◎正直に⾔うと、この先、農家が息⼦さんたちに
継がせるかと⾔うと、無理。今のご時世、物価が
これだけ上がって、肥料も値段が上がって、機械
の値段もどんどん上がって、専業でやれって⾔っ
たって⽣きていけないから、⼦どもらにやれとは
⾔えない。普通に就職したほうがいい。 
◎この先、⽶や野菜の価格が、どれだけ上がるか
下がるか分からない。国だって、どこまで保証し
てくれるかということも分からない。それを⾃分
たちの⼦どもにやりなさいとは⾔えない。今、農
業をやっている⾃分たちも、ピタピタのところで
やっているわけだから・・・。 
◎未来があるかと⾔ったら、⽇本の農家には未来
は無い。 
◎無いと思う。 
◎正直なところ、国が本当もっと補填してくれな
いと、⼩⼭市だけでなくても県もみんなが協⼒し
てくれないと。正直、⼩⼭市でなんとかというこ
とでは無い。 
◎農業をやろうという⼦どもたちがいたら、国だ

の県だの市が、⼀⽣懸命、⽀援をやってあげない
と、今後、若い⼈たちは農業なんかできない。
今、現状、⾃分たちもキツキツでやっている。 
◎今、農業でもハイテクだ、ITだっていうけ
ど、ついていけないから。何でもお⾦。みんな投
資をしないといけない。そのお⾦はどこから出る
のというと、親が出せないと⼦どもは出せない。
すると、このご時世、もっと国から考えて、県か
らも市からも⽀援がないと、⼦どもらに農地を預
け、⽥んぼやってくれとは⾔えるわけがない。⾏
政の⼈には、そういうところから考えていっても
らわないと。 
◎まちづくりでも同じ。若い世代に参加してもら
うには、⾏政がどう⽀援するかの考えがないと、
⽥園環境を守るというのはできない、正直なとこ
ろ。 
◎そこから変えていかないと、未来は無い。 
◎ITとか、ドローンとかの活⽤も農業では進ん
できた。若い⼦たちは、そういう農業だったらや
りたいと思うかもしれない。でもそういう投資
は、今の農家の親には無理。 
◎やはり親は、正直、⼦どもたちに就職してく
れ。もう農家はつがなくていいよ、と。そういう
ことになってしまう。そもそも未来を考えると⾔
っても、原点がそこからの話だから。 
◎うちのほうで寒川南集落営農組合がある。そこ
でここ 3、4 年のうちに、3 ⼈ぐらいやめていっ
た。今の話のように、後継者が親⽗さんの農業を
継がなくなってきている。その時点で農家を離農
してしまう。それはやはり、採算が取れないか
ら。 
◎だから、ちょっと意欲と希望を持っていて、な
んというか、今⽇、参加してくれている若⼿や中
堅みたいに、うまくハマった⼈は、ハマった⼈と
いうのもおかしいが、そうなっている⼈はいいの
だが、状況が中途半端な⼈などは、離農してしま
う。そういう難しさがあると思う。 
◎国とかは担い⼿に資⾦を出しますよと⾔うが、
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正直、国だの県が⾔っているのは、書類上で落と
すこともある。通らないときは通らない。 
◎⼤規模でやっていても法⼈でやっていても、⾸
⼀枚でつながっている。  
◎飼料とか 2、3倍に値上がりしているし、農業
機械の修理代だって、もうメーカーさんの⾔い
値。修理⼯場だって、オイル交換のオイルも値上
がり。燃料も値上がり。それは補助があるが、そ
れでは⾜りない。 
◎だから、どうやってコストを下げようかと考え
ても、コストを下げたら下げたで、今度はものが
できない。収量も下がれば魅⼒も下がる、もっと
取りたい。でもコストがかかる、肥料代がかか
る。そこで何かを削らないといけないから⼤変に
なって、そういうこともあるから、⾸⼀枚でつな
がっている。 
 
補助金の申請について 
◎今、農業をやっている若い⼈に、補助をもっと
出して欲しい。「ああ、補助があるなら、俺も頑
張ってやっていけるかな」という気⼒も出るは
ず。⽥んぼも⾯積を増やして、野菜も作ろうとい
う意欲につながる。そして、⼩⼭の農業に魅⼒が
出れば、⼦どもにも継がせたいという気持ちにな
るし、⼦どもだって⾒ていれば「⽗ちゃん頑張っ
てる、じゃあ俺も⼿伝おうかな」となる。それが
次の若⼿にも繋がっていくレールができる。国と
か県とかがどうのではなくて、⼩⼭市独⾃で考え
ていかないと、⽥園環境は守れないでしょう。 
◎実際、イチゴ栽培でも資材の⾼騰は響いてい
る。ハウスを購⼊するにしても、販売価格が上が
らないので、単純に利益率が減る。⾃⼒ではどう
にもならないところは、本当に何とかしてほし
い。イチゴは市場の競りで価格が決まる 
し・・・。 
◎⽶も価格は国に決められたもの。この値段でし
か買い取れませんと⾔われると、従うしかない。
⽶価もだいぶ下がってしまった。これではやって

いけない。 
◎補助もあるものはあるが、使いにくい。 
◎新規就農者が 1 年間どこかで研修を受けるとし
て、その研修期間の給料の保証もない、⾃分で頑
張ってくださいという仕組み。現実的に無理。 
◎実際、10何年か前に、私が研修に⼊った時
も、補助が出ても返済が前提で、ただ無利⼦と⾔
うだけ。それも話を聞きに⾏ったら、1 年間研修
した後に出ます、と。私はたまたま家が農家だっ
たので、家で普通に仕事をしていればそれでいい
が、そうでない⼈は、どうすればいいんだと⾔う
ことになる。しかも、研修期間は他の仕事をして
はダメですって話になるから、⾮常に⼤変だし、
補助が補助になっていない。 
◎補助⾦の申請では、市の窓⼝ももう少しちゃん
としてくれないと困る。補助出ますからどうです
か？と⾔われて申請を出しても、何の連絡もな
い。この前の書類はどうなったの？と⾏くと「す
みません、この書類はもう無効です」とか、そう
⾔うことばっかり。 
◎説明もわかりにくいし、使いにくいし、もっと
簡単にこういう書類とこれを出せば、⼀応通るよ
うにはなりますよ」という説明とかがあるといい
が、申請が通ったんだか通ってないんだかもわか
らない。こっちは切実な状況で、期待しているわ
けだから。 
 
他所からの新規就農者の大変さ、 
親元就農のありがたさ 
（⾵景社より、市⾙町の農業研修⽣を地域おこし
協⼒隊で受け⼊れている話題提供） 
◎市⾙町の場合は、⽶だけではなくて野菜もいろ
いろ作っているから、年中、やることがある。こ
っちは、イチゴと⽶だと、作業がある時期が決ま
っているから、受け⼊れても数ヶ⽉は遊びにな
る。 
◎野菜農家は 1 年中仕事があるが、⽶農家の仕事
は 3 ⽉から 12 ⽉までとだいたい決まっているか
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ら、1 ⽉ 2 ⽉ 3 ⽉は、正直なところ仕事がない。
すると、やはりそういう新規就農希望者で研修に
⼊っても⾟いと思う。 
◎うちの息⼦の場合は、農協へ勤めたが退職して
から就農して、今は何をやるか模索中。私がやっ
ている⽶⻨、⼤⾖などもやりながら、ブロッコリ
ーやネギをやってきたり。朝起きて、さあ何やり
ましょうって、私たちの場合は、もう計画が⽴
つ、明⽇はこれやって、1週間後には何をやっ
て・・・と。まだ就農したばかりでは、それまで
にはなっていない。 
◎正直、1 年⽬というのは初めはどうしていいか
分からない。⾃分が 17歳から本格的に始めたと
きは、まだその頃はそんなに本気っていうのはな
くて、だんだんと⾯⽩みが出てくる。 
◎確かにそう。⾃分も初めは⼿伝いの感覚だった
が、やっていくうちに売り上げが上がってきた
り、⾃分のやりたい栽培をするようになって、任
されるようになると⾯⽩くなる。 
◎⾯⽩くなる所まで、到達しなくちゃダメだな。 
◎新規就農と⾔っても、他所から来て、頼る⼈が
いないと 1 年ぐらいして「やはり辞めます」って
帰る可能性もある。 
◎ここはみんな、親元就農だ。就農したときは親
がいて、親を⼿伝いながら覚えていき、だんだん
⾯⽩くなってくる。 
◎実際、親がやっていて、そこで研修のように修
⾏してから独⽴していくのは、親の代からの地元
でのつながりがあるから、信頼もしてくれて、や
りやすい。⽥んぼを貸してくれたり・・・。祖⽗
のおかげだ、もっと遡って先祖のおかげみたいな
部分だって感じている。そういうのがあるからで
きた。できているっていう感じなんですけどね。 
◎最低限の⼟地と機械がそれなりにあるから、最
初に。 
 
耕作放棄地 
◎耕作放棄地で⽥んぼが草ぼうぼうになってしま

っているようなところは、農業委員さんに頑張っ
ていただいているので、⼀応ない。 
◎今はいいが、これからは分からない。 
◎5 年後、10年後はどうなっているかわからな
い。今、やっている⾃分たちも歳をとってくる。 
◎寒川地区の場合は、地域計画の担い⼿の皆さん
がちょうど 40 代、50 代で、今、Uターンして就
農して⼒をつけてきたときなので、それで耕作放
棄地も少ない。もう耕作出来ない⼈の分を引き受
けてくれている。そういう⼈がいなくなったら駄
⽬だね。 
 
大規模集積化、設備と経費 
◎今、国から⽅針が出て⼩⼭市とかもやっている
集積化だのなんだので、⽥んぼを集めて⼤きくす
るみたいな動きもあるが、デカくすればデカくす
るだけ、機械が必要だし⾼性能のものが必要にな
る。 
◎⽥んぼが広くなると、これまでの機械では間に
合わなくなるから、機械がどんどん増えるし、デ
カイのが欲しくなる。100⾺⼒のその先、何千万
だ。 
◎そうだ、2000万の借⾦。 
◎⼩さいトラクターで 1 時間も 2 時間もかける
んだったら、⼤きいのにして、極端に⾔えば 30
分でこなさないと、という話になる。 
◎トラクターはアタッチメントもデカくなってく
る。そうすると、200万が 300万、400万とな
る。すると次は、コンバインだって、「4条を 6
条にします、⼀千何百万です」となる。⽶の売値
は上がらないのに。今はやりのドローンなど、な
んでも買わなくては農業できなくなっちゃう。 
◎⽶、⻨、⼤⾖をやっていると、汎⽤できないか
ら、それぞれの機械が必要になる。 
◎離農する⼈が多いのも、確かに後継者がいない
っていうのもあるが、機械が壊れて、買い替えら
れないから、そのタイミングで辞める、という⼈
も多い。 
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◎だからやはり、先ほども⾔ったように、そうい
うところにも補助をもっと若い⼈に出してほし
い。それは今からやる⼈たちにもちょっと楽で、
機械を買うにもそれが使えれば、やはり楽しみが
できる。ああ、それを使えば、俺もあのぐらいの
トラクターを買えるんだ。機械を買えるんだ、
と。農家だって、もっと元気になるはず。今は、
どん底だ。 
◎就農して 1 年⽬はそう思わないが、2 年⽬にな
って意欲も出てきたときに、あの⼈が使っている
機械がいいなと思っても買えない現実がある。 
◎乾燥設備にしても同じ。個⼈で乾燥施設を作る
には億の⾦がないと。でも、⼤きくやっているな
ら、⾃分のところに乾燥の施設を作らないと、経
費だけどんどん出ていく。 
◎⽶の場合は農協に持っていくと経費負けする。
⾃分のところで乾かせて経費を調整しないとやは
り⾦にならない。 
◎穀物１キロにつきいくらって経費かかってく
る。 
◎機械だって、何年もつという保証はできない。
使うだけ使うほど壊れるのは早いから、するとや
はり７年なら７年で減価償却終わるけど、７年の
前に壊れると、取り替えないといけない。そうな
るとまた経費がかかってどうしようと。やはり、
⼩さい農家はもうやめようという結論になる。 
◎だましだましやっている兼業が多い。機械的に
は。 
◎イチゴ農家さんだってそうだと思う。ハウスだ
って古くなってくると建て替えなくてはいけな
い。井⼾だって、正直そこの井⼾が駄⽬になれば
掘らないといけない。 
 
井戸水 
◎⼟地改良区というのがここはあるから井⼾が無
いと井⼾を掘ってもらうが、やはりそこはお⾦が
かかる。億単位で。 
◎井⼾からポンプで組み上げるための電気代もす

ごくかかる。 
◎みんなで割って、⼟地改良区に払う。 
◎川からの⽤⽔もあり、寒川までとってあるが、
中地区から引いているので、ここにくる前に向こ
うがたくさん使い、あまり恩恵は受けていない。 
◎近くから⽔を取っていれば別だが。 
◎井⼾の⽔位も下がっている。 
◎出が悪くなった。出ないけど、だましだまし使
って我慢している。 
◎⽔量が少なくなって、多少知っている⼈同⼠な
ら、お互い気を使いながら⽔をとるが・・・。 
◎そういうのをあまり気にしない⼈がいると、困
ることも。 
◎やはりここは知っている同⼠だから、「俺⼊れ
るから明⽇⼊れる？」とか話ができれば、けんか
にもならない。「今⽇⼊れる？」「いや、明⽇⼊
れる」「じゃ俺、先⼊れていい？」「いいよ」と
か。こっちを使ってるなと思えば「使ってる？」
「使ってない」「じゃあ井⼾⽌めていい？」「い
いよ」とかっていう話もできる。 
◎潤沢にあるわけではないけれど、それなりには
⼀応は助け合ってやっている。 
 
都市部との関わり 
◎街の⼈たちがこの寒川地区の農業にどういうふ
うに関わっていったらいいかと、先ほど話があっ
たが、なかなか難しさがあると思う。 
◎地元意識が強い⼈たちがいっぱいいるので。 
◎なかなか難しいところもあるが、やはり街の⼈
に分かってほしいことは、農家も⼤変だよってい
うことも分かってもらわないと、これから⽣きる
道で、もうちょっとこっちの農村部のことを気に
してほしいっていう希望はある。 
◎例えば⽥園地帯に来たときに、ゴミを捨てない
とか、ゴミ拾いなど清掃活動をしてくれるとか、
それだけでも違う。 
◎こっちでイベントをやっても、街の⼈は来な
い。農業や農家のことへの理解が進むようなイベ
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ント、実は農業はこれだけ楽しいんですよ、とい
うことも伝えられるようなイベントなり、必要か
と思う。 
◎「俺、農業をやってみたいかな。勉強したいか
な」という⼦も出てくるんじゃないかなという感
じはある。 
◎ただ、いいとこばかり⾒せるのではなく、つら
い⾯、⼤変なことも⾒せないと。そういうイベン
トができれば、街の⼈、若い⼈の考えも変わるか
なという期待もある。 
◎イベントで⾔えば、社会福祉協議会だとか振興
協議会だとかがあるが、そういう組織のトップの
⼈たちがどう考えているかが今分からない。ここ
の地区だけでは無いと思うが、昔のままの感覚で
物事が進んでいるから、若い⼈が出てこないと
か、⾏事をやっても新鮮みや楽しさが無いという
状態が続いている。 
 
３：地区ビジョン策定の進め⽅について 
 
◎⽥園環境都市でまちづくりをやるとのことだ
が、こういうことをやりだしたのはいいが、どこ
に持っていくかが⾒えない。最終的にここに来て
いる若い⼈たちが先頭に⽴って、この寒川地区を
どうしようかということが⼤事だと思う。今⽇の
話も、どこまでまとめて市⻑に報告するか分から
ないが、会議をやってその報告書を作って、それ
で終わり？ 
（⾵景社：終わりではなく、今⽇の記録やアンケ
ート結果をもとに寒川地区のこれからを、また地
区の⽅のご意⾒も聞きながら、寒川地区の今後を
考えていくことになる） 
◎報告書を出して終わりではないということで、
それでは、30年後と⾔われているが、5 年後、
10年先にはこうなるんだよということまで、考
えていかないと。 
◎それがないと、寒川に 30年後はない。 
◎しっかり計画ができないと、会議をやったって

絵に描いた餅だ。私から⾔えば。 
◎だから、ここにいる数⼈が、寒川地区をまとめ
るんだという計画ができないとおかしいと思う。
イベントの話が出たから⾔ってるんだけど。イベ
ントもやはり若い⼈が頭になって⾳頭取ってもら
わないと駄⽬かと思う。今の⾏政の制度で⾔え
ば、そういうところがない。例えば、各地区のい
ろんな委員も定年が決まっているものもあり、
75 くらいかと思うが、⾏政が決めている年齢の
壁、ちょっと⾼過ぎるのでは無いか。私はもっと
もっと若い⼈にやらせるべきだと思う。若い⼈の
意⾒を聞いてない感じがする。若い⼈がやらない
というんだったら、それはしようがないと思う
が。根本からやはりそうやって変えていかないと
駄⽬だと思う。 
ここに来ている⼈たちが、こうやりたいんだ、あ
あやりたいんだって⾔ってる。ではどうすればで
きるか。極端に⾔えば制度を変えるしかない。 
◎浅野市⻑が、思川の⻄側の今後をどう考えてい
るかも聞きたい。押切は寒川地区の中で、唯⼀、
排⽔機場を持っている。ちょっと⼟地が低いか
ら、なかなか⽶づくりにしたって、⽣活すら不安
定なところ。浅野市⻑は市⻑になってすぐ「押切
って⽣活するのにちょっと厳しいよね。厳しいと
いうのは⽔害だよね。輪中堤にしようとか、かさ
上げしようとか、移転しようとか」と、そんな話
をした。だから住⺠からも意⾒を出して、いろい
ろ進み始めて、押切の⼈たちは、みんな喜んでい
る。その後、この⽥園まちづくりはやはり、もう
⼀つ、市⻑の声が聞こえないと思う。だから、こ
の記録も報告書がまとまったら、それで、市⻑や
市がどう考えていくのかを、知りたい。 
◎まず、⼩⼭市が、この⽥園都市ということで、
⽥園部の各地区、ここでいえば寒川地区、⽣井地
区とか中地区、この地区はどういうふうに持って
いきたいという、原案みたいなものを出して、そ
れで、地元の⼈が、それをもとに、いやそうじゃ
なくてこういうふうじゃないのっていう話し合い
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をしていくなら分かるが、完全にぶん投げではな
いか。 
◎まずは、地区にぶん投げでいいんじゃないか
な。 
◎俺らがまず話し合った結果をまとめて持ってい
ったら「いやこれはちょっとできないですよ」と
か⾔われたら、何だっていう話で。結局はこの根
本的な話し合いの元がなんだか分からない。 
◎市のほうで根本的なところでは「ビジョンはこ
うなんです。この地区はこういうふうに持ってい
きたいと思ってるんです。ここだったら⽶⻨とか
ね、農道をきれいにしたりしたい」とか⾔ってく
れて、いやそこはこうしてもらったほうが地元は
いいんだよというのを話し合う⽅が良かったので
はないか。 
◎迫間⽥地区も⽔害が起きているから、そういう
ことも考えてもらわないと。ここで農業をやり続
けると⾔っても、まず、リスクがある。 
（⾵景社からビジョン策定のプロセスを説明） 
◎今は意⾒の吸い上げ中ということ？ 
◎住⺠のアンケートだとか情報を吸い上げようと
しているのは分かる。まずは、市がどう考えてい
るかが発信されないというか、⼩⼭市の職員の声
というかが聞こえてこない。だから市⻑は発信で
きないんじゃないかなとは逆に思ってしまう。 
◎この事業だけではなくて、市役所のいろいろな
アンケートで、3割超えたら返ってきたと満⾜し
ている課もあると聞いたが、それ⾃体、職員の認
識と地元とかの認識の差があり過ぎる現れだと思
う。だから農政でいえば、集積化のアンケート。
あれも 3割か 4割ぐらいのアンケート結果。 
◎市の農政課は 4割返ってきて満⾜していると⾔
ってるけど。 
◎地元の話し合いだと、4割ということは 6割の
⼈が返してないんだから、そっちのほうが重要じ
ゃないのというのが地元の意⾒なのだが。 
◎だからそういう、この認識の差を埋めていかな
いと、いくらこっちで発信して、アンケートとか

現地調査とか意⾒を吸い上げて報告されても、報
告書を作って上げても、職員の⼈はそこまでちゃ
んと汲み取ってやろうという意識がなければなん
の意味もない。 
◎認識の差といえば、都市部と⽥園部でのどんな
関係を築くかという⼤切なテーマにしても、これ
に対する気持ちの差があり過ぎる。寒川地区の若
⼿は、街場へ出ている⼈が多いから、結局は、家
に残っている年寄りの回答が（アンケート）多く
なって、若い⼈の声が聞き取れない。 
 
４：未来に残していきたいこと、未来への展望 
 
◎今の寒川で未来に残したいものは、花桶かつぎ
ぐらいしかない。 
◎少⼦⾼齢化で⼦どもがいなくなってきているか
ら、続けていくのも難しいと思うが。 
◎寒川⼩は、何年かたつと 1 ⼈も⼊らない学年が
出てくる。 
◎合併の検討も必要だと思うが。 
◎寒川地区って、⾏政区でいうと難しい。中学校
とかは美⽥に区分されているが、⾏政区だと間々
⽥地区。 
◎美⽥地区なのか間々⽥なのかが、中途半端な宙
ぶらりんで。 
◎⾃治会連合会とか消防団とか、⾏政のものは、
間々⽥。 
◎だけど中学は美⽥地区。 
◎だから、今度、⼄⼥が⼄⼥⼩と網⼾⼩で合併に
なって、⼩中⼀貫とかになるというのに、寒川か
ら⼄⼥中に⾏っている⼈もいるが、寒川は省かれ
てる。 
◎というところが、ある意味でいいところかもし
れない。 
◎どちらにも縛られていないというのが、⾃由
で。 
◎いいところはさっき⾔った花桶かつぎぐらいか
な。 
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◎あと古墳群も⼤切。毘沙⾨⼭古墳など。 
◎それから、地区が狭いので、⼈の結束は強いほ
うではあると思う。 
◎ずいぶん、なくなった場⾯もあるし、全部が全
部というわけじゃないが、まだ、困ったときは助
け合っている⼈たちはいっぱいいるし、結束は強
いと思う。 
◎コロナで集まりが減ったから、そのへんが希薄
になってきているが、また何かしら集まりが増え
れば良い⽅にいくと思う。 
◎⼩学校じゃないが、⼈数が少ないなりのメリッ
ト。 
◎少ないからいいところもある。 
◎⼩学校時代に、1 年から 6 年までが仲いいとい
うのもあるから、その繋がりは、就農しても助け
合えるいい関係ができている。 
◎学校は、⼈数が少ないからの⼼配というのも、
親にはあるが。 
◎少ないからいいこともある。 
◎農業だってそうだ。困ったときは助けあったり
たりできるから。 
◎卒業した後も、就職就農してから顔を合わせて
も「ああ」という感じで、すぐに打ち解ける。 
◎つながりは、消防とかでも続いていくし。 
◎本当は寒川地区で何か核になるものがあればい
いと思う。 
◎⽣井地区だと渡良瀬遊⽔地があって、そこにコ
ウノトリがいて・・・。 
◎寒川は、決壊公園か。 
◎何かそういう核があって、その核を何かの集ま
りで広げてやっていけると確かにいい。 
◎お祭りでも何でもいいと思う。 
◎きっかけが作れると良い 
◎何かの、法⼈でも何でも構わないが、そういう
組織もあるといいなと思う。 
◎市のほうでも、本気になって考えていただきた
い。 
◎だからその、そういうイベントというか、何に

しても、やっぱり、若い⼈の意⾒が⼤切。⾼齢者
じゃない。若い⼈が⾃然とできるような⽅向、形
を持っていってもらいたいと常々思っている。 
◎あとは、やはり、寒川⼩をこれからどうしてい
くのか・・・。 
◎スクールバスを⾛らせて、街中からでも、農村
地帯の⼩学校に来たいという⼈を拾ってくれば、
⼈数は増えると思う。 
◎親の意識としても、何百⼈といる学校じゃなく
て、⽥舎の⼩規模校に通わせたいという親もいる
かもしれない。 
◎下⽣井が確かそんなようなことをしてる、特認
校で。 
◎あれはいいが親が送り迎えしなきゃいけない。 
◎送迎の予算は出せないって、教育委員会が。 
◎それって順当に意⾒を聞いているのかは疑問。 
◎⺠間の幼稚園だって園バスを⾛らせているの
に、⺠間がやれて市がやれない？ 
◎寒川⼩は⼩⼭市で唯⼀敷地内に⽥んぼがある学
校なので、そこも⼤切なことだ。 
◎ほかの⼩学校が、⽥んぼの学校と⾔っても、敷
地の外の⼈の⽥んぼを借りているが、寒川⼩だけ
学校の中に⽥んぼを持っている。 
◎寒川⼩の⽥んぼの学校はもう 20年超えている
し、ビオトープも作られている。 
 
 
付記：同席しての感想コメント 
ビジョン委員・他地区農業従事者のAさん 
ビジョンづくりの取り組みに、農業の⼈がもっと
関わってほしいと、今⽇は改めて思った。街場の
⼈の感覚は、農業やっている⼈と、全然違う。や
はり、農業者がはっきり⾔っていかないと、分か
らない。それは、つくづく思うし、会議など、農
業者を増やしてほしいというのは、市にもずっと
⾔っている。世代的には若い世代が多いので、本
当にどんどん⾏って出て来てもらいたいというの
が正直なところ。他の⼈が地域のことを決めても
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駄⽬なんだ。他の⼈は何もしてくれないから、や
はり⾃分たちで何かやっていかないと。 
ビジョン委員・大学生のB さん 
ずっと話を聞いていて、皆さんのガッツが頼もし
く思えた。皆さんの世代にめっちゃ頑張ってもら
えれば、僕も安⼼して寒川で継いでいけると思い
ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

------------------------------------------------ 
2｜⼦育て世代の⽅々 
参加者：寒川地区⼦ども会育成会連絡協議会より６名 

実施：2024 年５⽉ 14 ⽇ 18 時 30 分〜20 時 

場所：寒川公⺠館 

------------------------------------------------ 
 
１：参加者の⽅々の地域との関わりや⽣活圏、
暮らしてみての感想など 
 
◎寒川で⽣まれ育った⽅が２名、結婚を機に他県
から夫の地元の寒川に移り住んだ⽅が２名、結婚
を機に、栃⽊県内や⼩⼭市の他地区から移り住ん
だ⽅が２名。 
◎親世帯とは別に住んでいる⽅のほか、同居が１
名、敷地内に別の建物で住んでいる⽅が１名。 
◎全員が仕事を持ち、職場の関係などでそれぞれ
の⽣活圏がある。買い物では、⼤平、野⽊、間々
⽥。病院は、間々⽥、⼤平、その他、⾞で 2,30
分かかるクリニックなどへ。 
 
他所から移り住んだ方の感想 
◎⽥舎育ちだったので、⽥舎には全然抵抗はなか
った。ペーパードライバーだったので、まず⽥ん
ぼの道を夫の⾞を借りてずっと練習してなんとか
1 ⼈で運転できるように。最初は、同じ敷地内に
住む夫の実家との距離の取り⽅など悩んだ時期も
あったが、今は落ち着いて暮らしやすいと思う。
ただ、⾞があればの話。ある程度⾏ったらいろい
ろなお店があったり、⼩⼭の 50号沿いへ⾏った
らお店も多くて、そういう⾯ではすごくいいなと
思う。⽥舎の⾵景も良くて、⼦どもを育てるには
いいところだと思う。 
◎夫の実家がある地元に来たので、やはり最初
は、夫の両親とどう距離を取っていいかは悩ん
だ。⾃分たちがやってきた⽣活ではないもう⼀つ
の⽣活を、どう尊重して、どう譲って、どう主張
して・・そのさじ加減が難しいと感じていた。 
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◎全く私の知り合いがいない⼟地に来たので、不
安しかなかくて、⼊学の時は、⼦どももそうです
けど、私もすごく緊張していたのを思い出した。 
◎うちは結婚するときに、同居というか地元に帰
ってくるというのは⾔っていたので、いずれはと
いう覚悟はあった。⼦どもが 2 ⼈⽣まれてからの
移住だったが、寒川公⺠館でやっていた「⼦育て
ひろば」に参加するようになって、⼦どもの同級
⽣もいて、家も近かったり幼稚園が同じだったり
で親しくなった。それがなかったらお⺟さんたち
とのつながりがなかなか持てなかったので、そこ
の⼦育てひろばにはすごく助けられた。担当して
いた⽅もすごくいい⽅だったので、そこからずっ
と下の⼦もお世話になったし。その⽅が異動する
までは結構お世話になっていたので、すごくあり
がたかった。 
◎間々⽥あたりに住んでいる⽅から聞く話では、
家と家が近いところに住んでいると、⼦どもがサ
ッカーボールで遊んでいると、ボールがどこに⾶
んでくるかわからないと苦情を⾔う⽅もいらっし
ゃるみたい。他にも⿂を焼いていたら、臭いと
か・・。でも、寒川は、そんなこともなく、⼦ど
もは割とのびのびと育っていると思う。そういう
⾯はいいかなと思いました。ただ、川が下だか
ら、洪⽔とかになったときが⼀番困る。どこに逃
げたらいいか・・・不安がある。 
 
２：⼦どもたちの⽇常 
 
◎⼦どもたちは全員、徒歩で通学している。登下
校の時間帯は、お年寄りはほとんど外に出ていな
い。畑仕事はしているかもしれないが、登下校す
る道すがらにはいない。保護者が登下校の⾒守り
で⼀緒に歩いている。 
◎⾃分のうちに⼦どもがいる⼈で、⽝の散歩しな
がら⼀緒に歩いてくれるおばあちゃんがいた。 
◎うちは登下校の時に、２軒のお宅の庭を通らせ
てもらっている。⼈の家の庭の端っこが⽤⽔路の

ようなものがあって、それに沿って歩くと、⼈の
家の庭を通ることになる。昔は道に出て遠回りし
ていたこともあったが、⼈数も少なくなってきた
ので。夫の世代はそこを通らせてもらっていたと
いうことで、また、2軒のお宅のお庭をお借りし
て、登下校している。 
◎⾞が通る道を歩くより安⼼。たぶん近所の⽅た
ちも、道に出ないで普通に⼈の家の庭を通って、
あちこちに⾏っている。 
◎歩いていたら、知らない間に⼈の家の庭だった
ということもある。みんな敷地が広いから。 
◎昔は⼀⼈になっても帰り道とかも普通に歩いて
帰っていた。 
◎私たちが⼦どもの頃は、学童もなかった。いつ
も家におじいちゃん、おばあちゃんがいたから⼤
丈夫だった。 
◎放課後は、ここの公⺠館に⾃転⾞で来て、それ
は同じ学年関係なく、下だったり上だったり、ご
ちゃごちゃで遊んでいる。 
◎宿題とちょっとしたおやつを持たせて、⾏って
らっしゃいという感じで。 
◎⾃転⾞は、3、4 年から地区内はOKで、1、2
年は字の中だけと⾔う決まりがある。 
◎だから、うちは、字外になるので公⺠館に遊び
に来られるのも 3 年⽣から。 
◎公⺠館では何しているんだろう（笑）。 
公民館長よりコメント：大きな声を上げて走り回っ
たり。図書室へ入って何かやっていたり、別に本を
読んでいるかどうか分からーないが。あとは自動販
売機でちょっと買ったりとか。ボールを投げている
子もいますし、敷地内のグランドで遊んだりしてい
ることもあるし、割とよく大声上げて話していた
り、走ったり、元気に遊んでいる。 
◎シール交換もやっているようだ。百均とかで買
ったシールをかき集めて、交換する。 
◎10年ぐらい前の⼦どもたちは、ザリガニ釣り
がブームだった。 
◎⽤⽔路で。網、割り箸と、さきいか。そう⾔う
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もので釣っていた。 
◎今の⼦たちも、まだやっている。 
◎⽤⽔路で、男の⼦が遊んでいるのに混じって⼥
の⼦も。 
（⾵景社：他の地区のグループインタビューで
は、⾼齢者の⽅達が⼦どもの頃は、でかいミミズ
を探して、それを餌に釣っていたと⾔う話があっ
た） 
◎今の⼦は、ミミズなんて考えていないと思う。 
◎たぶん触れない。 
◎コンビニでさきいかを買って、贅沢な釣りにな
っている。 
 
地区の生き物 
◎夏休みに、⼦ども会ごとに⽣き物調査をやる
が、去年初めて参加して、こんな⼤きいフナを取
ったり、それでもう⼦どもたちも結構真剣に⼀緒
に取って、かなり楽しそうにしていた。その後、
公⺠館に⾏って、⼦どもたちが今⽇⾒た⽣き物と
かを、⽣物の先⽣も来てくれていて、その先⽣に
聞いて、こういうのがいるというのを絵で描い
て、模造紙に貼って、まとめていく作業もやって
いる。結構、⽣き物はいるようだ。 
◎ホタルは、昔も今も、⾒たことがないかも。 
◎中地区はホタルいるみたいだけど。 
 
３：寒川地区での困りごと 
 
学童や習い事 
◎⼩学校に上がってからの学童に困っている。そ
ういう⼈はとても多い。こども園でも学童は利⽤
できるが夏休み冬休みの時だけ。普段は、寒川⼩
からこども園まで徒歩で移動しないといけない。
まだ⼩ 1 で、1 ⼈で歩くのは無理で、距離もある
し夏は暑すぎて無理。それで断念している保護者
さんがほとんど。では共働きでどうすればいいか
と⾔うと、他のお⺟さんたちの話では、おじいち
ゃんとおばあちゃんに頼むしかないとのこと。私

も仕事がないときは、⼦どもがほかのお友達を連
れてきて、遊ぶのとかも⾒ていられるが、それを
毎⽇というのはきつい。どこかいい学童がないか
と探しているが、どこも送迎がないので、⼦ども
が歩いていくことが前提になり、難しい。 
◎だから今のところは⼤型の休みしか預けられて
いなくて、それ以外はどうにか⾃分とおばあちゃ
んとで対応している。⾃分がどうしても忙しいと
きは「おばあちゃん、今⽇お願いします」と、な
んとか今のところはやっているが、２年⽬ともな
ると結構しんどい。 
◎私も低学年のころは、学童がないから困ってい
た。幼稚園で通っていたところが、預かってはく
れるが送迎はなく、⾃⼒で歩いて⾏ける距離でも
ない。夏休みとかだけ預けて、他は、仕事の時間
も考えて、下校の時間も考えて、やりくりしてい
た。今は⼤きくなってきたので、留守番とかもし
てくれるが、何かあったときが困る。⼤きい学校
なら、学校に必ず学童があるから、いいなと何回
も思った。 
◎学童もそうだが、ここに住んでいると習い事に
絶対親の送迎が必要。習わせてあげたいけど、⾃
転⾞では⾏かれなくて、ましてや徒歩では無理。
結局、親の送迎ができる時間帯で送迎をするか、
習い事を諦めるかという選択になる。 
◎寒川には全くなくて、中地区に公⽂があるくら
い。 
◎遠くてもとりあえず送迎はした。結城まで⾏っ
ていたことがある。 
◎宇都宮まで⽚道１時間かけて通ったことも。 
◎帰ってくると 9時とかになる。さすがに⼩学校
1 年⽣で 9時はかわいそうだと思って辞めた。 
 
公共交通の不便さ 
◎ここはバスも⽌まらない。通過して⾏ってしま
う。 
◎おーバス、かなり昔はあったらしいけど、使う
⼈がいないからなくなったと聞いている。 
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◎⼀番近くて、間々⽥のしらさぎ館。しらさぎ館
まで⼦どもが⾃転⾞で⾏くか、お年寄りが歩いて
いくかというと、そちらも⾏けない。 
◎おじいちゃんも 90になったから、免許を返納
した。まだ運転をしているおばあちゃんがいない
と⾜がないから困っている。⾃分たちがその年に
なったときに、免許返納してでは交通⼿段どうす
るのとなったら、今の状況では、すごく困ると思
う、今後。 
◎おーバスがなくなるタイミングで、デマンド号
とかなにか、予約制のタクシーという話もたぶん
あった。 
◎年寄りは 120円か何かでタクシーみたいので
乗っていけるとか⾔われていた。うちのひいばあ
とかは、光南病院とか⾏くのに最初は利⽤してい
たけれど、タクシーがぐるぐる回ってしまって、
なかなかうちまでたどり着かなくて、もうやめて
しまった、嫌だって⾔って。 
◎ここは最寄り駅が遠いので、⾼校⽣になってか
らもすごく不便。 
◎⾼校はどこに⾏くんだろうとか、どこへ⾏って
も送迎しなければいけないとか、今から⼼配。 
◎栃⽊の⾼校へ⾏くのでも、栃⽊の⾼校はだいた
い栃⽊駅を通り越していく。なので、ここから最
寄り駅は間々⽥になるが、間々⽥に出て⼩⼭に回
って栃⽊に出るぐらいだったら、真っすぐ⾃転⾞
で⾏ってしまったほうが早くて、この辺の⼈はみ
んな栃⽊近辺の⾼校は全部⾃転⾞で⾏く。 
◎1 時間はかかるが、仕⽅ないので、⼥⼦も⾃転
⾞で⾏っている。 
◎⼥⼦は送迎も多いかもしれない。 
◎それで結局、毎朝、親の送迎が必要。 
◎栃⽊のバスが回っているバス停まで送っていっ
て、そこからはバスで⾏くというのも聞いたこと
はあるが、結局、バス停までは送っていかないと
いけない。うちも今、2 ⼈いるが、最寄り駅は
間々⽥で、⼤平下駅まで⾃転⾞で 11キロの道を
40 分かけて⾏っている。間々⽥に出ても、結

局、時間的にはたぶん間々⽥へ出るほうが遅くな
ってしまうので。だったら⾃転⾞で⾏ってもらっ
たほうが良い。本当はたぶん岩⾈が⼀番、駅的に
は近いかもしれないが、⾏き⽅的には⼤平下のほ
うの道が危なくないので、そちらに向かってい
る。 
◎道路状況も良くないので⼼配。この辺はたぶん
⼟⼿の上を⾛っていくが、⼟⼿だと⾍がすごいの
で夏は通れない。 
◎街灯はないし、歩道が⽚⽅しかないので、結
局、歩道のあるほうに渡る。どうやって⾏ってい
るのか分からないけど渡って街中を通り、⽥んぼ
道に⼊り、⽥んぼ道をひたすら駅⽅⾯に⾏くと思
う。 
 
水害と避難経路の問題について  
◎5 年か 6 年前、⼤⽔が出ましたね。 
◎結構ギリギリになって、サイレンが鳴った時
は、もう怖くてどうしようかと⾔って、坂の上に
⾏ったが、戻ってきたら⾞が浮いていたので、も
う戻れないとなって、どうしようか・・・と、結
局、野⽊の親戚の家を頼って泊めてもらった。避
難の途中で⾞がプカプカ浮いていたので、無理だ
と⾔って網⼾⼤橋から下りて、その次の⼩さい橋
を越えようとしたらもう 1台浮いていたので、無
理だ、帰れないっという状況だった。 
◎すぐに 2階に避難したことがある。10年前と
5 年前と 2 回。 
◎10年前の時は、私もここに来て初めての夏
で、どうしていいか分からなかった。おじいちゃ
んが「ここまで来たらダメだから、まず避難しよ
う」と。たぶん経験値で⾔っていると思った。夜
中だったが、⼦どもを連れて、とりあえずは⾷料
を持って、どこに逃げるのかと聞いたら、寒川⼩
に⾏けと⾔われた。寒川⼩は、よく考えたら川の
隣にあり、寒川⼩の体育館は⽔浸しになるのでは
ないかと⼼配だったが「とりあえず寒川⼩に⾏き
な」と⾔われ、おじいちゃんとおばあちゃんはそ
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れぞれの⾞で、私は⾃分の⾞で、そのとき夫は単
⾝赴任だったので・・。寒川⼩まで来たら、本当
は避難所は美⽥中だよと⾔われたが、美⽥中はも
ういっぱいだといわれて、⾏くに⾏けなかった。
寒川⼩が開けてくれると⾔ってくださったので、
そのときは寒川⼩に避難。川の⽔位もギリギリで
⼤丈夫だった。 
◎5 年前のほうが怖かった。思川が本当やばい状
況になっていて。あとひと⾬降ったら、我が家は
駄⽬だなという感じだった。 
◎思川はどこかで越⽔していた。 
◎栃⽊のほうで越えちゃっていた。 
◎だからこっちは⼤丈夫だったのだと思う。 
◎常に洪⽔の不安がある。夏が来る、⾬が降
る・・・というのは。 
◎だから、家も建てられないかな。もし洪⽔きた
らと考えると、やはり⼟地が⾼い⽅に引っ越して
から家を建てた⽅がいいのかなという迷いや不安
が常にある。 
◎とにかく、避難経路がわからないことが問題。
わからないというのは、道路が⽔没するから。ど
の道を通って、避難場所に⾏けというの
か・・・。10年前は、主⼈が消防団だったの
で、夜中に「もう避難所に⾏った⽅がいい」と⾔
われて、⼦ども 2 ⼈連れて⾞で出たが、セブンイ
レブンのほうに⾏くと、その先の道路は⽔没して
いて、別の道に⾏くと、50号の⼿前でやはり結
構⽔が溢れていて、私もそこをなんとか突破して
みたが、コンクリートのブロックみたいなものが
浮いていて、⾞がボコボコになって、という経験
がある。いったいどの道を通ったら⽔に埋まらず
に⾼い位置に⾏けるかは、いまだに分からない。 
◎低いところもあると、間違って⼊っていっちゃ
うかもしれない恐怖がある。 
◎実家が野⽊で、ちょっと⾼台になっているの
で、50号を通って 4号線に⾏った。私が⾏った
時間はまだ⼤丈夫だったが、その後 50号も⽔で
埋まったので、もうちょっと遅い時間だったらた

ぶん⼀緒に⽔没していた。無事に実家についてほ
っとした。 
 
上下水道の不備について 
◎⽔道が、ほかの⽅が住んでいらっしゃるところ
はどういう状態か分からないが、鏡地区の私の家
は、共同の⽔道のポンプが公⺠館の近くにあっ
て、それが 60年もので古くて、しょっちゅう壊
れる。なんの予告もなく断⽔になって、朝、⽫を
洗っていたら断⽔とか、トイレへ⾏っていたら断
⽔で、プチパニックになる。「どういうこと？」
とおばあちゃんとかおじいちゃんに聞くと、もう
壊れているから、と。それを管理しているその地
区の⼀般の⼈が順番に担当して、素⼈の⼈がやっ
ていて、それがもう驚きだった。普通に役場とい
うか、⼩⼭市の管轄だと思っていたから、全部こ
この地区は地区に住んでいる⼈たちだけで⽔を管
理して、賄っているということに、⼤丈夫なのか
と強い不安がある。 
◎カルキとかの薬品とかも⾃分たちで⼊れている
と聞いて、それはやはり⽔質管理のプロがやった
ほうがいいのではないかと不安や不満が溢れ出て
きて、こんなの、他の町では聞いたことがないと
⾔って、夫をすごく困らせたことがある。 
◎近所の他の⼈に聞いたら、みんなイチゴ農家さ
んだったり、⽥んぼの農家さんなので、⾃分たち
の井⼾があって、井⼾だから⼀回掘ってしまえば
使い放題で、⽔道代もかからずにやっているとい
う話を聞いた。農家で井⼾を掘っている⼈は、全
然困っていない。その差にもとても驚いた。 
◎うちも農家だったので、井⼾はあるにはあった
が、昔、埋めてしまっている。⽔質調査なりをも
う⼀回して掘り直さないといけないといわれた。
それに 100万近くかかるとのことで、そんな⼤
⾦、急には出せない。家族みんな急な断⽔にはと
ても困っている。⼦どもがいるし、お⾵呂も⼊れ
なくて、8時間、9時間、断⽔だったときもあっ
た。 
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◎地区の担当の⼈も素⼈だし責任があるわけでは
ないから、⼀度、市役所の⽔道課に電話したこと
もあるが「うちではどうしようもないです」とい
われて電話を切られた。「では、誰に⾔えばい
い？」とパニックで。もうそのときは、夏場で暑
かったから、お⾵呂へ⾏ったり、⾃分でできる対
策はしたが、それがまた年に数回あるのですごく
困っている。 
◎どこの地区も 60年くらい経った古いポンプだ
と思う。うちの地区でも直そうという話は出てい
るらしいが、お年寄りたちは皆、乗り気ではない
らしくて、⾃分もそんな⻑くは⽣きないだろう
し、今さら何千万かけて替えたってということ
で。⼦どもたちとかいる家はすごく困るのだが。
それで結局、新しくするなら積⽴をしなければい
けない、積⽴で 15 年から 20年かかるという話
も出て・・・、もうそのころには⼦どもたちは巣
⽴っているし、⾃分たちで井⼾を掘るしかないか
なとか考えたり・・・答えが出ない。今すぐに何
かしてほしい。 
◎⼩⼭市⺠なのに⼩⼭市に相談してもなんともな
らないということにも、すごく困っている。⽔
は、死活問題だし、地域だけで、しかも⼀般の素
⼈が、どうすればいいのか？ 毎回断⽔になるた
びにパニックになる。 
◎⽔の管理がこんな状態では、新しい⼈が移り住
んでくれることもない、難しいと思う。早急にど
うにかしてほしいと思うが、どういう働きかけを
していったらいいか？  そのルートが分からな
い。 
◎住んでいる地区では、まだ今のところ⼀度も断
⽔は無いが、ただ、濁った⽔が出る時がある。洪
⽔の後など、濁流が流れ込んできているのか。う
ちの地区では、業者さんが⽔質調査をしてくれる
という話で、年間 30万ぐらいかかる。⾃治会の
⼾数で割って負担している。⼾数が減ってくる
と、きっと負担も⼤きくなるのかなとは思うが。 
◎うちの場合は、⽩いタオルを何回か洗うと、近

所の⼈も⾔っていたが、⻩⾊くなってしまう。そ
ういう⽔で体に影響はないのか不安になる。⼦ど
もがいるから余計に安全⾯が気になる。なるべく
スーパーとかのお⽔をもらってきて、お⽶研いだ
りはするようにしているが、毎⽇は⽔を取りに⾏
けないから、そこは⽬をつぶりながらやるしかな
い。 
◎本当に地下⽔は⼤丈夫なのかなと不安だ。近所
に⼈⼯透析とかしていらっしゃる⽅もちらほらい
る、将来的には本当に⼦どもたちは⼤丈夫なの
か。それを飲み続けて⼤丈夫なのかなという不安
がある。 
 
４：寒川地区で守りたいもの、未来への展望 
 
地区ぐるみの祭りや催事 
◎寒川は地域でのお祭りや昔からの⾵習など、⼦
どもも楽しめるものが多いと思う。 
◎地域ぐるみの祭りが多くて、その分ちょっと
PTAとかやらなければいけないことも増える
が・・・。 
◎どんど焼き、さくらまつり、公⺠館祭り。 
◎寒川ウォーキング。学校主催じゃない、地域主
催かな。 
◎引っ越してきてから増えたものもある。前はど
んど焼きは無かった。さくらまつりは、決壊⼝祈
念公園ができてから。 
◎みんなで花⾒をして、各⾃治会で屋台を出し
て、綿あめとか焼きそばとか。 
◎ステージも作って、⼦どもたちが出てダンス。 
◎うずま会という名前のよさこいチームがある。
⼩学校に通っている⼦たちのおばあちゃんたちが
主で、みんなで⾐装きて、よさこいを踊ってい
る。 
◎どんど焼きもそうだが、どこかの団体だけが主
催というより、いろんな団体や⼈が協⼒してやっ
ている。 
◎胸形神社では相撲⼤会。寒川地区は 10⽉ 19
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⽇に、⼦どもたちの相撲⼤会みたいなのがあっ
て。ご褒美にお⼩遣いがもらえるから⼦どもたち
がそれを⽬当てに参加する。楽しみにしている。
本来は⼀応、寒川字内の⼦どもたちがメインだ
が、少⼦化に伴い寒川⼩学校もバックアップして
くれていて、その⽇は下校が早く、いろんな字の
⼦が参加できる。 
◎勝つと 300円か 500円、負けても 100円もら
えたりするので。 
◎⼟俵の上で裸⾜でやっている。 
◎男の⼦対⼥の⼦の組み合わせになるときもあっ
て、意外と⼥⼦が強い。 
◎お囃⼦も公⺠館で練習しているようだ。 
◎規模は⼩さいかもしれないですけど、⼤⼈も⼦
どもも⼀緒に。 
◎寒川ウォーキング、さくらまつり、寒川⼩の運
動会、公⺠館祭り・・・そんな時に披露する機会
がある。 
 
子育て世代が寒川に増えてほしい 
◎⼦どもたちに将来は寒川で暮らしてほしいかと
いうと、⼦どもの意思なので、あまり親の要望は
⾔わないでおこうと思う。たぶん⼤学はどこか出
ると思うので、そこから就職をするのを機に戻る
か戻らないか、それはもう本⼈に任せたいと思っ
ている。 
◎将来、寒川に残るとして、仕事の選択肢は、ま
ずは農家ということになるかもしれないが、農家
もやはり⼤きくやっていなければ⽣活も難しい
し。 
◎他所から寒川に来たので、⽥園⾵景には、すご
く癒やされている。それを守るためにも、後継者
問題とか解決したいし、跡継ぎがいないのだった
ら外部から来てもらって、その時期だけ来てもら
うとか、何かいろいろ対策をしないと、⻑続きは
しない。 
◎もちろん、⽥園⾵景は残しつつ、お店とかも近
場に欲しいなという気持ちもあるので、必要なラ

イフラインのものをすぐに購⼊できる場は近くに
欲しい。 
◎コンビニは１軒で、スーパーも無いから。 
◎買い物が不便だと、移住者もこない。 
◎⼩学校もなくなってしまう。今の 6 年⽣が⼀番
多い。そこがいなくなったら全校でもう⼆⼗何⼈
になってしまうんです。 
◎少⼈数の良さもあると思うが、結局、新⼊児が
1 ⼈しかいないとか 2 ⼈しかいないとなってくる
と、その保護者の⽅が、⼊ってくるのにためらう
みたい。 
◎だったらほかのところへ⾏ってしまったほうが
楽。少ない学校にわざわざ⾏くより。 
◎全校⽣徒が少ないと、お⺟さんたちは何かしら
役員をやる、その負担も増えるから。 
◎来年なんか、役員では無い⼈がいないというこ
とになりそう。そうすると、負担はかなりあると
思う。 
◎役員をやっていると、⼦どもと⼀緒に⾏事と
か、ウォークラリーとか⼀緒に歩けない。 
◎⼦どもが⼩学校に通って今年で 12 年⽬、その
うちの７年間は、私も夫も何かしら役をやった。 
◎今後はたぶん本当に毎年毎年、役員もやらなけ
ればいけないし、学年で 2 ⼈しかいないところも
あって、そうするとどちらかが学年委員を必ずや
らなければいけない。もう 1 ⼈はたぶん⽀部の役
員になる・・・それが、ずっと毎年のことになっ
てしまう。 
◎⼦育て世代が寒川に増えてほしい。でも、今の
ままではそれは期待できない。これからは、⺟親
が働いて家計も⽀えていく時代になっていくと思
うが、⺟親が⼦どもを送迎をして、ごはんを作
り・・・、全部ワンオペになってしまう怒涛の３
時間がある。そこにサポートが必要。そうでない
と⼦育て世帯も⼦どもも増えない。 
◎⼦どもには習い事をさせてあげたい。⺟親とし
て何かをやってあげたいと思うときに、バスがあ
るとか、近くにお店があるとか、そういうので助
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けられる事は多いはず。そういう⺟親の⼤変さを
助けてくれるものが、ここには何も無い。 
◎将来、いったん外に出たとしても、⼦どもたち
が戻ってきて、緑や⽥園が広がっている中で、⼦
育てをして、そして「⼦育てしやすいな」と思え
る 30年後だったら、私は娘に対しては「寒川に
帰っておいで」と⾔える。（今の状況では⾔えな
い） 
◎ここは新しい家を建てることも難しい地域。
（市街化調整区域） 
◎家を建てる時も、畑だったりしたから申請にす
ごく時間がかかってしまった。 
◎それで寒川ではなく、⼤平に家を建てたという
近所の⼈がいる。 
◎間々⽥に建てた知り合いもいる。 
◎ここ以外に建てる⽅の話は結構聞く。 
◎あとは廃墟というか、お年寄りが亡くなってし
まって誰も住んでいないところがかなりあって。
賛助会費集めに回っていても、⼤丈夫ここ？今に
も崩れそうなんだけどという家が何軒かあった
り。去年は賛助会費を集められたけれど、今年は
8軒中 2軒の家がもう亡くなって、誰もいなくな
っていた。空き家はどんどん増えると思う。 
◎そういう家の活⽤とか、せっかくだからそこを
また取り壊したり新しく建てるとか、そういうこ
とをしたら若い世代も寒川に来やすいかなと思
う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

------------------------------------------------ 
3｜⾃治会リーダーの⽅々 
参加者：鏡、押切、中⾥、寒川、迫間⽥の⾃治会⻑、 

計 5 名 

実施：2024 年５⽉ 16 ⽇ 18 時〜19 時 30 分 

場所：寒川公⺠館 

------------------------------------------------ 
 
１：参加者の⽅々の地区との関わり 
 
迫間田 
◎実家の⽥畑は２町くらいしかなく、⽶価も低い
ので年収が 100万ほどにしかならない。それで
は家庭も持てないので、会社勤めをしていた。⼩
⼭の第⼀⼯業団地、群⾺県の太⽥市、野⽊の⼯業
団地などで働いてきた。 
◎⾃治会⻑は年齢の順にみんながやるような仕組
みになっている。まず副会⻑をやって会⻑に上が
る。１年の任期としているが、⾊々と事情があっ
て、私は２年⽬をやっていて来年も続けないとい
けないかもしれない。 
◎消防団でも、⾃分たちが若い頃は 20歳から⼊
って 20年ぐらいやって辞められたが、今では 28
年もやっている⼈がいますよ。30年近く。後が
いないのでやめられない。 
鏡 
◎東⿊⽥で⽣まれて結婚を機に寒川に来た。仕事
は 65歳まで会社員、定年になって現在はパート
で⾏っている。地域の活動では、⾃治会と鏡の⾥
の役員をしている。 
◎普段の⽣活圏は、⼤平とか間々⽥。病院は、か
かりつけが⼤⾕地区にある。 
中里 
◎寒川で⽣まれて⾼校を卒業して外に出ていた
が、家族の都合で戻り家に⼊った。60歳まで勤
め、そこから仕事をもらって⾃営で 10年間。３
年前から息⼦に任せている。中⾥の消防団は、任
期が 6 年で、昔は⼈がいたので、それで成り⽴っ
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ていたが、そうも⾏かなくなり、⾃分は 1 2 年と
いう倍の年数をやった。 
◎普段の⽣活圏は、⼤平、⼩⼭で⾔えば⽴⽊、
間々⽥あたり。かかりつけの病院は、⼿術をした
こともあって市⺠病院になる。 
寒川 
◎実家が農家なので、学校を出た後、イチゴを作
っていたが、その後、勤めに出て警備業やその関
連でビルのメンテナンスなどもやっていた。退職
するときにお客さんから依頼されたこともあり⾃
分で会社を⽴ち上げ、関東⼀円で客室清掃などの
事業をしている。 
◎実家は農家だが⽗親が早くに亡くなったことも
あり、この地区では⼀番早く農地を売却した。当
時はいろいろと周囲の批判もあったが、現状に⾄
ってそれが合っていたと思う。 
◎⽣活圏は地元寒川だが、かかっていた医者も亡
くなり、買い物や病院は間々⽥や⼩⼭に⾏ってい
る。 
押切 
◎就職先の関係で地元にいたりいなかったりした
が、若いころはお囃⼦とかにも参加していた。退
職してからは、今は⾃発的に神社の掃除をした
り、⼭が好きなので、あちこちの⼭に登る時にゴ
ミ袋を持参してゴミを拾ったりしている。 
◎普段の⽣活圏はこのあたり（寒川）と、あとは
買い物に栃⽊と⼤平。⼩⼭というとここからは遠
いが⼤平だと近い。 
 
２：お囃⼦の活動と継承 
 
◎地域の活動では、⽗と祖⽗がお囃⼦を教えてい
た関係で、⾃分も覚えた。笛以外はできるので、
若い⼈たちに教え始めた。 
◎⾃治会の⼈限定ではなく、どこに住んでいても
いいから、お囃⼦が好きな⼈、ということで声を
かけていたら 5 ⼈、6 ⼈が集まった。強制では続
かない。7 ⽉から⽉に２、３回、寒川⾃治会館を

使わせてもらってやっている。ずっと続いてきた
ことを、若い⼈たちにつなげたいと思っている。
中⾥地区の⽅でやはり指導してくれる⽅もいて、
練習の時に来て、⼀緒に叩いてくれている。 
◎お囃⼦が盛んだった頃は、各地区それぞれに全
部お囃⼦があった。やはり各地区で叩き⽅が違
う。打楽器だから、太⿎は誰がは叩いても⾳は出
る。でもそれぞれでの違いがある。 
◎寒川地区のお囃⼦は、隣の網⼾から頼まれて、
教えていた時期がある。網⼾の⼈たちは、かなり
上⼿になってハワイに招待されて⾏ったこともあ
る。 
◎鏡でも⼀時期までは盛んにやっていたが、今
は、みんな⾼齢化で覚えている⼈がいなくなって
しまった。 
◎迫間⽥でもお囃⼦はあって、ただ、笛ができる
⼈がいなくなってお囃⼦も廃れてしまった。やっ
ぱりお囃⼦には笛、あの⾳がないとバランスが取
れないが、笛が⼀番難しい。 
◎⼩⼭市の無形⽂化財の指定や継承の仕事の中
で、何とかバックアップが必要ではないか。 
 
 
３：⼦ども時代からの地区の変化 
 
巴波川 
◎川が汚くなった。⼩さいころは川がどこへ⾏っ
てもきれいだった。下が⾒えて。⼩さいころ、川
で泳いだりしたこともある。 
◎⼦どもの頃は、胸形神社あたりから巴波川に⾶
び込めたから、⽔深も結構深かった。よく⽔浴び
というか⽔遊びに⾏っていた。 
◎昔は深かった。なぜ今は浅くなったか分からな
いが、⼟砂の堆積だろうか。２メートルくらい
か、深いところがあったり、でも⽔が綺麗で下ま
で⾒えたりした。 
◎⽬をちゃんと開いて⾶び込むなんてことをやっ
ていた。あの頃は⽔着なんかあったかどうか、⽔
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着なんか着けなかったか。 
◎⽔着は無い。裸かパンツ⼀丁だ。 
◎よく覚えてないが昭和四⼗年ごろか……。 
◎上と下の温度差が結構あった。川底の下へ⾏く
と冷たいから、よく考えると危なかった。 
◎事故もなかった。 
◎みんな不死⾝なんだ。 
◎今のように、ゲームだの何だの他にあそびがな
いから、みんな川に集まっていた。 
◎ガキ⼤将がいて、俺はナンバースリーだった。 
◎いろんな⼦どもが混じり合って外で遊んでい
た。 
 
世帯の形態の変化と空き家の増加 
◎最近は、若い⼈と親と同居している家が本当に
少なくなった。 
◎年寄りだけの世帯が多くて、⼦どもたちは、別
に暮らししている。鏡地区での半分以上の世帯が
そういう状況。 
◎鏡に限らず、寒川地区ほとんどがそうだ。半分
前後の世帯は・・・。 
◎⼆世帯の家や、敷地のなかに⼦ども世帯の家を
建てているところもあるにはあるが、とても少な
い。 
◎年代的に 30年代の⽣まれの⼈は、そういうパ
ターンはあると思うが、それ以降に⽣まれた⼈た
ちは、同居に対して⼥性の⼈が嫌がるように思
う。だいたい⽣活できれば、別世帯を持ちたが
る。 
◎農家では収⼊がとても少なくて、⽣活できな
い。最低でも 10ヘクタールぐらいないとやりく
りはつかない。農家を専業でやっている⼈や⾃営
が何か商売をしている⼈は、経営上、親と近い⽅
が良かったりする理由もあるので、敷地内の親⼦
で住むケースもあると思う。サラリーマンとか、
農家でも他に仕事があって農家は⼩さく兼業でや
っている⼈などは、⽣活がしにくいので、この地
区を出てしまっている。 

◎⽣活スタイルも昔と今ではずいぶん違うから。 
◎その⼀⽅で、空き家は増えている。 
◎いろいろな理由があると思うが、空き家を壊す
にしてもお⾦がかかるから、誰も住まなくなって
も、そのままにしてある。 
◎寒川地区は農業振興地域、市街化調整区域なの
で、宅地変更できないと、⾃由に家が建てられな
い。若い⼈は外に出て、⾼齢者だけが住んでいた
家は、亡くなると空き家になる。 
◎⾃分たちがまだ本当に⼩学校か中学⽣ぐらいの
ときは、どこの家に⾏っても、じいちゃん、ばあ
ちゃんがいた。ところが今は、少しでも弱くなる
と介護施設へ⼊れられる。あのうちにじいちゃ
ん、ばあちゃんいたけど、どこへいっちゃったん
だ？と聞くと、介護施設。亡くなっても黙ってい
るから分からない。昔だと⾃宅で葬式をやって、
今ではそういうのをやらない。だから、ほんとに
わからなくなっている。そして、いつの間にか、
誰も住んでいない空き家が増える。 
◎今はもう組内で⼿伝って家でお葬式をやるとい
うことは全く無くなった。 
◎だいたい葬儀屋さんにお任せで全部頼んで。 
◎あとはもう体⼀つ⾏くだけ。そんな感じですか
ね。 
◎ある意味、じいちゃん、ばあちゃんどこかいな
くなっちゃったという感じ。死んじゃったんだ
か、⽣きてるんだか分からない。聞いても⾔わな
い。こっちも聞く気もないし。 
◎ということは俺らの世代もそうなっちゃうの
か。 
◎そうなっちゃう。いつのまにかどこかに。 
◎どこかへ連れて⾏かれて。きっと。 
◎簡単に⾔えば⾃分の家では死ねない。昔はみん
な⾃分のうちで看取ったけど、今はそういうのが
できない。それも時代の変化だ。 
 
交通量 
◎昔がダンプカーが多かったが、今は、通勤の⾞
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が多い。 
◎ダンプカーは、道の駅から⼩⼭側に環状線とい
うのか、道路ができてダンプカーの流れが変わっ
た。 
◎セブンイレブンの交差点、T字路。あの辺は朝
になると⾞が県道に出るのに出られないくらい渋
滞する。みんな通勤で使っていると思う。 
 
戦時中の寒川地区 
◎親⽗からは、年代的に、花桶かつぎの由来は聞
いていなくて、聞いたのは戦争の話くらい。群⾺
県の太⽥市に中島⾶⾏機の製作所があって軍⽤機
を作っていた。⽶軍が太平洋からそこへ向かって
くるときに、ちょうど寒川の上を通過して、下か
ら⾒ると、B29のデカいのと、グラマンという⼩
さいのが⾒えたそうだ。中島⾶⾏機の⼯場まで⾏
って爆撃して、帰るときに爆弾が余っていたら、
この辺りにバラバラと落としていったらしい。 
◎この辺も結構落ちた。不発弾がよく出たところ
があったらしい。 
◎ちょうど帰り道だ。迫間⽥あたりが。そういう
話は聞いた。 
◎迫間⽥あたりはよく落とされた。 
 
４：寒川地区の困りごと 
 
水害時の避難用舟 
◎みんなに聞こうと思っていたが、俺がまだ⼩学
校に⼊る前。どこのうちにも縁側というのがあっ
て、そこのところに⽊⾈があった。 
◎あれは、⽔場だから⽔害の時に⾈で逃げるよう
に。 
◎家の中へ⼊れば吊るしてあって、⼦どもの頃は
何に使うのかなと思っていた。 
◎ひろい下屋があるところに吊るしてあった。 
◎⼦どもには結構デカい印象があった。 
◎昔は、藤岡の新波（にっぱ）に⾈⼤⼯がいて、
新しく作ったり直したりしていた。 

◎新波だったか、部屋（へや）だったか。 
◎今は船⼤⼯なんて⼀⼈もいなくなった。 
 
避難経路と避難場所の問題 
◎先⽇、防災会の総会があったが、寒川地区の⽔
害の場合、美⽥中、豊⽥中が避難場所になるが、
寒川⼩は対象外。そのことをこの間初めて聞いた
のだが、国の基準で⾬の量でここは駄⽬だってい
う。 
◎うちの地区は、美⽥中へ⾏くのにも豊⽥中へ⾏
くのにも、⾏くまでに⼤変なんだが・・。 
◎警戒レベルというのが 5段階あって、4段階に
なると全員が避難となっている。ここはここの中
⾥が中⼼で警報は発信するが、迫間⽥、寒川あた
りになってくると聞こえない。そのときにどうす
るかというときに、フリッカーというライトが点
滅しながら警報が鳴るものがあり、そういうもの
を街灯のところに設置すれば分かる。これが鳴っ
たら、必ず避難しなさい、と。 
◎ここは永野川と巴波川の合流地点で、⼤⽔がた
まると逆流する。だから押切が平屋の屋根が全部
潜るような⽔害になって移転の話になった。押切
の世帯は半数になる。 
◎そういう地区で、美⽥中に動けと⾔っても無
理。結局はここの寒川⼩学校の 2階、3階のとこ
ろへ避難するのがいいと思うが。⽔害の場合は避
難対象外になっている。 
◎どこかの地区へ移動と⾔っても、道路⾃体が⽔
没するから逃げようがない。⾼い建物で避難場所
を新しくつくるなどもアリではないか。 
◎寒川の⼼配は、⽔害、そして⾼齢になってから
⾞に乗れなくなると⽣活していけない、というこ
と。 
◎台⾵がくるたびに⼼配する。今年はこないか
な、くるかなという。 
◎9年前は、私の家は天井の近くまで⽔がきた。
神棚の下まで。2 回⽬、５年前かな、家を建て直
して少し上げたから、床下というか⼟台までしか
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⽔がこなかった。９年前の時は、家に親⽗がいた
のでは助け出せなかったかもしれない。⼥ 2 ⼈で
は。みるみるうちに⽔は上がってくる。寝てい
て、畳が浮くという経験も初めて。あれ、何だと
思って、地震かと思ったら、畳が浮いて驚いた。 
◎そこの⽔⾨が閉じてしまったので、⼤⽔の逃げ
道がなくなってしまった。逃げ道がないというこ
とはたまる⼀⽅なので。みるみるうちに⽔位が上
がる。だから、逃げている暇はない。本当にな
い。外を⾒るとすでに⼤⽔で、外に逃げる状態で
はない。2階があったので、2階に避難した。 
◎最近は線状降⽔帯も怖い。ずっと同じところに
いるから、台⾵よりもタチが悪い。 
◎道路がすぐに⽔没してしまうから。 
 
上下水道 
◎⽔害はあるが、この地区には上下⽔道が無い。 
◎市政懇談会でもその話になる。 
◎鏡の場合は、共同⽔道（井⼾）が⽼朽化して地
震なんかあると割れてしまう。その修理代がばか
にならない。近い将来、井⼾を掘り返す話もある
が、市の上⽔道がこっちへくれば助かるのだが。 
◎どこの地区も 50年は経っているのではない
か。市の補助があって、みんな井⼾を作った。 
◎地区ごとの⽔道組合は、あったりなかったり。 
◎迫間⽥はある。年間⽔道料が 2万。 
◎安いと⾔えば安いが、不具合が出ると⼤きなお
⾦がかかる。積み⽴てはしているから、それで修
理する。 
◎⾃治会とは別だから、⾃治会に⼊っていなくて
も⽔道組合に参加すれば、そこに⽔道を引く。 
◎迫間⽥は北部と南部で⽔道組合が 1カ所ずつあ
って、5 ⼈の役員さんを決めて、それも順繰りで
やる。 
◎上⽔道はメーターがついていて、順繰りで検針
の係をして、基本料プラスメーター量。 
◎下⽔道は、まとめて処理しては？と処理場の業
者さんなどいろいろ営業に来る。そうなると排⽔

路を作らないといけないが、地区の意⾒として、
なかなかまとまらない。 
◎鏡は早かった。モデル事業でやったから。 
 
地域コミュニティ 
◎お囃⼦や祭りや協⼒しあっているが、50 代 60
代やそれより上の世代。若い世代は集まりはでき
るだけ少ない⽅がいいと思っているようだ。 
◎5 地区あるが、協議委員というのがいて、そこ
に会⻑、副、会計の３役がいる。会議はだいたい
13〜14 ⼈ぐらいの協議委員が集まる。寒川地区
では宴会 13 回やったりしている。 
◎それは多過ぎだ（笑） 
◎この間、間々⽥⽀部の総会に⾏ったときに、ど
こかの⾃治会の⼈が、役をやりたくないからと⾃
治会を抜けるケースが、⼗何軒あったと⾔ってい
た。 
◎寒川でも最近では、⼀軒が⾃治会抜けたが、も
ともと強制ではないですから。規約の中に強制⼒
ないから。強制してしまうと反発があるし、協⼒
してやりましょうというのが⾃治会という意味で
すからね。皆さんで協⼒して暮らしましょう、
と。 
 
５：寒川地区の未来ビジョン 
 
未来に残していきたいもの 
◎祭りでいえば「花桶かつぎ」がある。７歳の⼥
の⼦が主役。１⽉の最後の⼟曜⽇にやる。 
◎和紙で花を作り飾って桶を２つ竿の両側につけ
てそれを担ぐ。⼥の⼦は七五三の着物で、お⺟さ
んも着物でつきそう。出すお⼿当が 1万だが、着
付けや髪をゆったりで結構かかるはず。 
◎胸形神社のところから神輿と⼭⾞を出し、⼭⾞
の前にお囃⼦もつく。オオド（⼤太⿎）とツケ
（締め太⿎）だけで、公⺠館で教えている。 
◎⼦どもの数も減っていて、7歳の⼥の⼦が毎年
なかなか⾒つからない。今年（2024 年１⽉）は
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７歳の⼥の⼦がいなかったので、形だけ神社で⾏
った。 
-- 
補⾜ 1︓⼩⼭市ホームページ「市の無形⽂化財」より︓

美しく着飾った 7 歳の⼥の⼦が花で飾られた桶をかつ

ぎ、夜道を神輿・⼭⾞とともに、天満宮から胸形神社へ

と寒川地内を歩きます。神の⼦から⼈の⼦への節⽬と考

えられる 7 歳の稚児が正装し、若⽔を⼊れた桶を象徴す

る花桶をにない、神輿の先導者として神に奉仕する習俗

は県内でも珍しいものです。（昭和 48 年３⽉ 11 ⽇・市

の無形⽂化財に指定） 

補⾜２︓下野新聞 2023 年 1 ⽉ 29 ⽇の記事に、新型コ

ロナウィルス感染拡⼤で２年間実施できなかったが、３

年ぶりに１⼈の⼥⼦が稚児役を担い開催されたとある。 

 
◎花桶かつぎは、昔の⼥の⼦の⼝減らし。⾷べて
いけない農家が、⼥の⼦を奉公に出す。 
奉公に出すというのは、悪い⾔い⽅をすると⾝売
りするということ。これは記録とかには残ってい
ないようだが、私の祖⽗から聞いたこと。花桶か
つぎをやる時間は昔から⼣⽅ 5 時 6 時ごろから
始まり、夜道を歩く。巴波川のところに昔でいう
遊郭があってそこを経由して⾝売りされ、奉公に
出される。川の流れが江⼾、東京に向かう、都内
にいくでしょう。下に下っていく。花桶祭りとい
うのは、もともとの話はあまり楽しい祭りではな
い。 
◎テレビドラマの『おしん』の世界だな。 
補⾜３︓⾵景社コメント〜⼩⼭市史など公式な記録には

残っていないが、祖⽗の⽅からの伝聞は、７歳という年

齢から遊郭などで働く成⼈⼥性の⾝の回りの世話をする

ものとして、または、⼦守などの仕事をする者として

（テレビドラマ『おしん』のように、⽶俵などと引き換

えに）奉公に出されていたと理解する。 

 

◎蛇祭りと花桶かつぎは昔、だいたい同格だっ
た。蛇祭りは今も盛⼤に続いているが、間々⽥は
商店街が多いから寄付⾦が集まる。寒川とは資⾦

⼒が違う。 
◎他にも、夏祭りも昔はやっていた、和楽踊りな
ども。 
◎由緒も歴史もある胸形神社があり、そこでの⼦
ども相撲も続いている。これは 10⽉ 19⽇と決
めてやっている。 
◎寒川⼩学校は、今、全校⽣徒で 38⼈だから、
いつまで⼦ども相撲も続くかどうか。 
◎コロナで何年かやらなかったものを、今年はい
ろいろと復活させているから。⾃治会⻑にとって
は最悪の当たり年かもしれない（笑）。 
◎⼦どもが減っていくのは、本当に祭りの開催が
危うくなるということ。会議でも、花桶かつぎに
ついては、寒川から他の地区のお嫁に⾏った⼈の
娘さんとかも対象にしようかという声も出たりし
ている。やはり地元でのお祭りなのでとりあえず
は今のままで・・・。 
 
30年後の土台づくりと喫緊の課題 
◎⾃治会⻑を引き受けたことで、他の地区の⼈に
「⾃治会⻑をやると、いいことはない。でも悪い
こともないから。ただ、いろいろと勉強になる」
と。ただ、市の集まりが多くて、市の⼈や関係者
が仕事できているが、我々にとっては、本⾳を⾔
うと、余計な仕事。とはいえ、市の動きも知るこ
とができるから、いろいろ考えてしまう。 
◎30年後を考えるのも必要なことだと思うが、
もっと先にやることがあるのではないか。⼤切な
ものを残さなくてはいけない。当然。これは間違
っていないと思う。それ以前に、前会⻑がやはり
地域的なコミュニティを作るために考えていたよ
うに、医者とか医療関係とか、他の地区に⾏くの
ではなく、例えば公⺠館とか⾃治会館とかそこに
作るとか、みんなでそういう拠点作りをやります
よ、というほうが賛同する⼈が多く集まる。
60、70になってくると、年⾦だけでそうやって
⽣活していくかという話ばかり。 
◎もちろん今の⽣活の基盤づくりが⼤切。でも、
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未来に向けての⼟台づくりも⼤切。 
◎未来への⼟台だとして、これは 30年後に形に
なるとしても、どういう計画でやっていくのか、
どう活かしていくのか、そこを知りたい。 
◎30年後って⾔いきらないで、別に 3 年後でも
5 年後でもいいし。徐々にやっていくべき。30
年後と⾔ったら遠すぎて、われわれもここにいる
⼈はほとんどいない。 
◎5 年でも何年後でもなんでもいいんだけども、
今やることというのは、皆さんの⽣活の、これを
やると助かるなという、そこを⼤切に考えていか
ないと・・・。 
◎優先順位を考えるのは⼤事だ。 
◎⾏政も（過疎が進んでいる地域へ⽬を向けるの
が）遅すぎだ。もう何⼗年も前から、少⼦化だ、
少⼦⾼齢化だと国は⾔っていたが。 
◎⼩⼭市に地区がいくつかあるが、ここは本当に
農業中⼼の地区で、病院もなくなる、スーパーは
なくなる。コンビニエンスストアはいくつかある
が、それ以外はほとんどない。コミュニティバス
も通らない。そういうふうに縮⼩してくるから、
経費もかかると⾔って、それをカットしながら、
未来をどうしましょうかというのも・・・。皆さ
ん（⾏政）の発想よりも、ここで⽣きている⼈は
もっと切実だ。免許だって 70、80になると返納
しちゃう。その後どういうふうにするのか。 
◎いろいろなプランを作るのであれば、ここにス
ーパーは無いから、どういうふうにするといいか
とか、そんなプランが必要かとか、逆に皆さんか
ら教えてもらいたい。プランを作って、ずっとそ
のままではなく、計画を作って、３年後に達成す
るとか、５年後に実現するとか、そういう着地点
を作らないと、ビジョンもあってないようなもの
になる。 
◎⼩⼭市だけではなくて、⽇本⼈というのは会議
をして満⾜、それで終わり。会議をすると仕事し
たかのように思う。 
◎錯覚を起こしちゃう。終わってないのに終わっ

たと思って。 
◎会議しただけで仕事の達成感が頭の中に⽣まれ
てしまうのではないか。それで終わっちゃう。だ
からこれは何年後に達成するというまず決まりを
作らないと、何回やっても同じ。 
◎交通でも、ここはだんだん取り残されている。
昔は路線バスが通っていたが、なくなってしまっ
たから、息⼦が栃⽊の⾼校へ通うのも電⾞しかな
いので⼤変だった。 
◎昔は旧道に通っていた、東武バスが。 
◎路線バスだって 6 時で終わり。部活やったら乗
れないんだから。 
◎とにかくどこへも⾏けない。 
◎思川より⻄で、開発というか⾏政が⼿をかける
動きが⽌まっている。向こうの⼩⼭地区とか、い
ろいろあるが、こっちの農村地区、これをどうい
うふうに活性化というか、いい案というのはない
か。組み合わせて、ここにもこういうのがあると
いうこと。 
◎だいぶ昔になるが、こっちの活性化のために⼩
学校に⼿をかけていた。寒川⼩学校は校庭が全⾯
的に、⾬の後も完全な排⽔ができるようになって
いる。校庭に全部、暗渠を掘ってあるから、どん
なに⼤⽔がきてもすぐぬからない。 
◎⼩⼭市内で最初にランチルームを作ったのも寒
川⼩だったと思う。この数年のことを考えても、
今後は、どんどん出遅れるかな。 
◎逆に⾔うと、やはりいろいろな申し出を出して
も優先順位があり、後回しになると、ますます遅
れる。 
◎⼩学校だってなくなってしまうという話になっ
ているが、その⼀⽅で、市内の中⼼部は⼦どもの
数が増えているでしょう。その格差が出ている。
どうしようかというのは、格差をある程度、解消
しない限りは、どういうふうに頑張ろうと⾔って
も、無理とは⾔わないけども、全てが進み⽅は遅
い。 
◎⾃分の地区を悪く⾔ってもしようがないけど、
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ずっとそういう状況。そこをどういうふうに是正
するかにちょっと⼒を⼊れて。要望は出している
が、なかなか取り⼊れてもらえない。 
◎⼤⾕南部とか絹とかも、どんどん⼦どもの数も
減っているかもしれないが、まだこちらより状況
はいいと思う。畑場とか⾼台だから。⽔害は無
い。 
◎こちらは⽔害も不安だし、交通の便も駄⽬だ
し。何もない。 
◎この辺りで⾔えば、イチゴの⾥や、思川の道の
駅など、なにか⽬⽟になるものがないと。⼈が集
まるなり、お⾦も落ちるようなもの。今の時代と
離れているかどうか分からないが、やはり何かア
クションがないと、何をするんだということで、
皆さんは、昔の歴史を掘り下げて資料を作りまし
ょうというところまで関⼼がない。どこをどうし
ていくのか、というアクションがないと。 
◎巴波川にサイクリング道路を作って、道もある
からいろいろ散策できると思うが、こっちへ⾏く
とあまりない。ますます過疎化になってくるし、
増えてくるのは空き家だけだ。 
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3-2 アンケート調査結果（概要と考察） 

寒川地区で実施したアンケートについて、ここ
では、主要な設問の結果について概要と考察を掲
載する。設問内容によっては、既に調査を終了し
た他地区の結果との⽐較も⾏う。 
 質問票と、単純集計・クロス集計の詳細、⾃由
記述を書き出したデータは別添資料（アンケート
集計結果報告書）に掲載する。 
 
回答数/回答率について（再掲） 
回答総数：171件 
内訳 
・⾃治会による協⼒で回収：97 

回収率 22.9％ ⺟数 423 
・郵送による回答：14 
郵送での回収率 2.7％ ⺟数 512 

・インターネット回答：60 
 
１：回答者の属性について 
1-1 設問【１】の集計結果 
 
-1 性別 
男性 53% :91 名    ⼥性 29% ︓49 名 

その他 0 名 無記⼊ 31 名  無効 0 
 
-2 年代 
70 代以上 41% 70 名 

72% 
60 代 31% 54 名 

50 代 15% 25 名 
23% 

40 代 8％ 14 名 

30 代 2% 3 名 
3% 

20 代以下 1% 2 名 

無記⼊ 3 名  無効 0 名 

 

 

 

 

 
-3 世帯⼈数（回答数が多い順） 
2 ⼈世帯 30% 51 名 

4 ⼈以上世帯 29% 49 名 

3 ⼈世帯 20% 34 名 

本⼈１⼈世帯 15% 25 名 

無記⼊ 11 名 無効 1 名 

 
-4職業（回答数が多い順） 
無職 40% 70 名 

会社員 25% 44 名 

パート/アルバイト 8% 13 名 

農業（専業） 8％ 13 名 

農業（兼業） 6% 10 名 

⾃営業 5% 9 名 

公務員 4％ 7 名 

団体職員 1% 1 名 

学⽣ 1％ 1 名 

その他 4 名、無記⼊ 1 名 無効 3 名 

調査票での「無職」の表記は、「無職（退職者・主婦・ 

主夫等含む）」 

 

-5 お住まいの⼤字  
-6 地域活動の経験 
＞別添資料（アンケート集計結果報告書）に掲載 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
寒川地区 

⽣まれ 59% 
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●出身地別の内訳 

集計結果を、⽣まれた県や市町でまとめ、その
割合を⾒ると、このような内訳になる。 
栃⽊県外で⽣まれた 7% 

24% 
栃⽊県内の他の市町で⽣まれた 17% 

⼩⼭市で 

⽣まれた 

他の地区 14% 
73% 

寒川地区 59% 

 
●コメント欄の記述 

 寒川地区に他所から移り住んで来た⼈やUター
ンした⼈には、コメント欄にその理由を記⼊して
もらった。（コメント回答 66 件） 
主な理由を表に挙げ、コメント欄の記述から⼀部
を紹介する。 

コメント要旨 回答件数 

①実家との関係で 32 

②結婚に関する理由で 

（結婚を機に実家に）なども含む 

20 

③仕事の都合で 10 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  29% 
 
 
 
 
 

●寒川地区へ UI ターンした人の記入コメントより 

①実家との関係で 
◎親の介護 ◎⻑男なので ◎親の敷地に家を建
てて、など 
②結婚に関する理由で 
◎結婚した夫の家族と同居、など 
③仕事の都合で 
◎転職 ◎⻑期派遣から地元に戻った ◎会社員
から農家に転職、など 
 
1-2 集計結果より 
  他の⽥園部の地区と同じように、U ターンの理 
由は「実家との関係」に基づく回答が多く、地区 
外で⽣まれた⼥性においては「結婚を機に」とい 
う理由が多い結果となっています。前者において 
は、アンケートの⾃由記述やグループインタビュ 
ーの内容などから、寒川地区にとどまる⼦ども世
帯の条件として、実家の敷地内に新居を建てられ
る⾯積の余裕がある場合、改修して住居として使
⽤できるような納屋などがある場合、また仕事先
が通いやすい場所にあることが伺えました。 

-7 寒川地区との関わり〜回答が多い順（選択肢から選ぶ⽅式）    無記⼊ 5 名、無効 2 名  

--------------------------------------------------------------------------------------------- 
寒川地区で⽣まれて、⼀度も地区外で住むことなく、今に⾄る。｜61 名（36%） 

--------------------------------------------------------------------------------------------- 
寒川地区で⽣まれて、就職のために地区外へ出て、戻った。   ｜27 名（16%）   
--------------------------------------------------------------------------------------------- 
寒川地区で⽣まれて、進学で地区外へ。のちに戻った。     ｜ 7 名（4%） 
--------------------------------------------------------------------------------------------- 
寒川地区で⽣まれて、進学、就職で地区外へ。のちに戻った   ｜ 5 名（3%） 
--------------------------------------------------------------------------------------------- 
⼩⼭市の他の地区で⽣まれ育ち、寒川地区に移り住んだ。    ｜23 名（14%） 
------------------------------------------------------------------------------------------------ 
栃⽊県内の他の市町で⽣まれ育ち、寒川地区に移り住んだ。    ｜29 名（17％） 
------------------------------------------------------------------------------------------------ 
栃⽊県外で⽣まれ育ち、寒川地区に移り住んだ。              ｜12 名（7%） 
------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
 

寒川地区以外
の県内から 
移住 31% 

県外から 
移住 7% 

 
 
 
寒川地区で 
⽣まれた 
59% 
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２：⽣活圏について 
 
2-1 設問【２】の集計結果 
選択肢から１つを選ぶ 
-１仕事や学校へ通っている地域 

-２⽇常的な買い物や⽤事で出かける地域 
-1 仕事や学校へ -2 ⽇常的な買い物等 

⾏先 回答数 ⾏先 回答数 

寒川地区 46 間々⽥地区 50 

⼩⼭地区（駅⻄） 13 栃⽊市 40 

栃⽊市 13 ⼩⼭地区（駅⻄） 25 

⼩⼭地区（駅東） 8 ⼩⼭地区（駅東） 25 

茨城県 6 野⽊町 6 

間々⽥地区 5 栃⽊県内野⽊町以外 2 

栃⽊県内野⽊町以外 5 絹地区 2 

埼⽟県 4 宇都宮市 2 

絹地区 3 寒川地区 1 

宇都宮市 3 茨城県 １ 

東京都 3 埼⽟県 1 

桑地区 2 桑地区 1 

⼤⾕北部・中部地区 2 ⼤⾕北部・中部地区 １ 

穂積地区・中地区 2 

 

野⽊町 2 

群⾺県・千葉県 2 

豊⽥地区 1 

その他 ４ その他 3 

-1 無記⼊ 47、無効 0           -2 無記⼊８、無効 3 

 

2-2 集計結果より 
寒川地区では、仕事、⽇常的な買い物や⽤事、 
休みの⽇に⾃然の中でリフレッシュしたりアウト
ドアスポーツを楽しんだりすることにおいては、
地区内で完結している回答者が圧倒的に多い。寒
川地区を選択した回答者が少ないのは「特別な買
い物や会⾷、イベントなどで出かける場所」であ 
 
 

選択肢から２つを選ぶ 
-３休みの⽇に「特別な買い物」「会⾷」「イベント」 
等でよく出かける地域  
-４休みの⽇に「⾃然の中でリフレッシュ」「アウ 
トドアスポーツ」等で出かける地域 
 

-3特別な買い物や会⾷等 -4 ⾃然の中で・・・ 

⾏先 回答数 ⾏先 回答数 

⼩⼭地区（駅東） 68 栃⽊市 35 

⼩⼭地区（駅⻄） 54 栃⽊県内野⽊町以外 31 

栃⽊市 39 寒川地区 19 

栃⽊県内野⽊町以外 22 群⾺県・千葉県 15 

間々⽥地区 16 ⼩⼭地区（駅東） 13 

茨城県 13 ⼩⼭地区（駅⻄） 13 

東京都 11 茨城県 13 

野⽊町 7 ⽣井地区 10 

埼⽟県 7 間々⽥地区 5 

宇都宮市 6 野⽊町 5 

桑地区 3 埼⽟県 4 

絹地区 2 東京都 3 

寒川地区 2 宇都宮市 2 

穂積地区・中地区 ２ 桑地区 2 

群⾺県・千葉県 2 穂積地区・中地区 2 

⼤⾕北部・中部地区 1 豊⽥地区 1 

その他 2 その他 ９ 

-3 無記⼊ 18、無効 0 名     -4 無記⼊ 60、無効 0 名 

 

 

 

り、その⾏先としては、⼩⼭地区（駅東）⼩⼭地 
区（駅⻄）が上位であり、栃⽊市がそれに続く。 
⾃然の中でリフレッシュしたりアウトドアスポー 
ツを楽しむための⾏き先としては、栃⽊市と（栃 
⽊市と野⽊町を除く）県内の市町が上位であり、 
次いで、地元の寒川地区という結果になっている。 
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3-1 設問【3】の集計結果 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●年代別の集計結果  

 

 

 

 

３：寒川地区の地域資源への認知度・関⼼度 
 

 

A認知度を把握する 
⑴地区のなりたちの歴史や、近隣に残る城跡や神社や寺の歴史、由緒、祭り等を知っていますか？ 
⑵地区にある公園、街路樹、平地林などについて知っていますか？ 
⑶地区内の農業についてどのような地域でどのような農業が⾏われているか知っていますか？ 
 

 
 
 
 
 
 

B関⼼度を把握する 
⑴地区のこのような歴史、祭り、伝統芸能に関⼼がありますか？ 
⑵地区に残る⾃然環境に関⼼がありますか？ 
⑶地区の農業に関⼼がありますか？ 
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●年代別の集計結果  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊年齢別回答⼈数が少ないため、%表記ではなく⼈数での記載とします。 
⑴寒川地区の歴史や寺社、城跡、祭りについて （無記⼊、無効の数値は表に含まない）        

 
知っている 知らない  

 

 

 

 

 

 

 

 

関⼼がある 関⼼がない 

よく まあ あまり 全く とても まあ あまり 全く 

全世代 104 名 62 名 100 名 66 名 

11 名 93 名   53 名 9 名 15 名 85 名   56 名 10 名 

20/30 代 0 名 1 名   4 名 ０名 0 名 3 名   2 名 ０名 

40 代 0 名 6 名   5 名 3 名 0 名 8 名   4 名 2 名 

50 代 1 名 14 名   9 名 1 名 3 名 11 名   9 名 2 名 

60 代 5 名 31 名   13 名 5 名 2 名 31 名   16 名 5 名 

70 代〜 5 名 41 名   22 名 0 名 10 名 32 名   25 名 1 名 

 
⑵寒川地区の公園、街路樹、平地林などについて (無記⼊、無効の数値は表に含まない) 

 
知っている 知らない  関⼼がある 関⼼がない 

よく まあ あまり 全く とても まあ あまり 全く 

 

全世代 

86 名 80 名 98 名 67 名 

19 名 67 名   66 名 14 名 18 名 80 名   53 名 14 名 

20/30 代 0 名 1 名   3 名 1 名 0 名 2 名   2 名 ０名 

40 代 0 名 6 名   5 名 3 名 1 名 7 名   3 名 2 名 

50 代 2 名 11 名   10 名 2 名 1 名 12 名   10 名 2 名 

60 代 5 名 20 名   22 名 7 名 3 名 27 名   16 名 8 名 

70 代〜 12 名 29 名   26 名 1 名 13 名 32 名   22 名 2 名 

 
⑶寒川地区の農業について (無記⼊、無効の数値は表に含まない)                        

 
知っている 知らない  関⼼がある 関⼼がない 

よく まあ あまり 全く とても まあ あまり 全く 

全世代 105 名 60 名 89 名 76 名 

24 名 81 名   50 名 10 名  20 名 69 名  62 名 14 名 

20/30 代 0 名 1 名   4 名 0 名  1 名 2 名  2 名 ０名 

40 代 2 名 5 名   4 名 3 名  1 名 5 名  7 名 1 名 

50 代 4 名 12 名   8 名 1 名  2 名 11 名  10 名 2 名 

60 代 7 名 26 名   16 名 5 名  7 名 19 名  21 名 7 名 

70 代〜 11 名 37 名   18 名 1 名  9 名 32 名  22 名 4 名 
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４：解消したい困りごと 
４-1 設問【４】の集計結果 

質問「あなたが「無くしたい」「解消したい」「解 
決したい」と考える寒川地区の困りごとは、どん 
なことでしょう？」̶̶  事前に⾃治会⻑の皆様へ 
の説明時にご相談して設定した選択肢を⽤意し、そ 
の中から３つ選んで回答する設問とした。 
 
●回答が多い順（数字は回答⼈数・無記⼊などは不記載） 

１公共交通の不便さ・・・ ・・・・・・・・・62 
２台⾵・⼤⾬による被害・・・・・・・・・・・・59 
３買い物の不便さ・・・・・・・・・・・・・・・51 
４⼈⼝減少 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 46 
５地域活動の担い⼿、後継者不⾜・・・・・・・41 
６空き家・空き地の増加・・・・・・・・・・40 
７農業の担い⼿、後継者不⾜・・・・・・・・・・27 
８医療機関の不⾜・・・・・・・・・・・・・・26 
９昔からの⾵習・・・・・・・・・・・・・・・17 
10 地域の集まりや寄り合い・・・・・・・・・・16 
11 祭りや伝統芸能の担い⼿、後継者不⾜・・・・12 
12 地域でのコミュニケーションの不⾜・・・・・9 
13 選択肢が少ない教育環境 ・・・・・・・・・・8 
 

 

  
 
10交通渋滞・・・・・・・・・・・・・・・85 
11路上などのゴミや⼩⾒出しマナーの悪さ・810 
12 ⼈⼝減少・・・・・・・・・・・・・・・・65 
13 選択肢が少ない教育環境・・・・・・・・・61 
14 選択肢が少ない働く場所・・・・・・・・・58 
1 

   
 

 
 
 
 

 
 
13 路上等のゴミとゴミ出しのマナーの悪さ・・ 8 
14 ⼦どもが外遊びできる場所の減少 ・・・・・7 
15 道路の不具合 ・・・・・・・・・・・・・・6 
16 治安の悪化・・・・・・・・・ ・・・・・・5 
17 選択肢が少ない働く場所 ・・・・・・・・・2 
17 騒⾳など住環境への影響 ・・・・・・・・・2 
18 交通渋滞・・・・・・ ・・・・・・・・・・0 
その他３、無記⼊７ 

 

●ジャンル別の割合 
その他と無記⼊を除いた選択肢を、６つの領域

に分けて全体に占める割合を⽰す。 
 

1 ⽣活環境に関すること 29.7% 
2 ⼈⼝減少・担い⼿・後継者不⾜ 28.4% 
3 交通や移動に関すること 15.3% 
4 ⽔害に関すること 13.3% 
5 地域コミュニティに関すること 9.5% 
6 教育環境や就労に関すること 3.8% 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●年代別の集計結果（選択肢の⾔葉は⼀部省略または⾔い換え） 

20 代 2 名 / 30 代３名 40 代 14 名 50 代 25 名 60 代 54 名 70 代以上 70 名 

1 公共交通の不便さ３ 

2 ⼈⼝減少２ 

2 地域 担い⼿不⾜２               

2 農業の担い⼿不⾜２   

2 昔からの⾵習２  

3 祭りの担い⼿不⾜１       

3 地域の集まり寄合１  

3 空き家・空き地１ 

3 教育環境の選択肢１ 

3 買い物の不便さ１ 

１⼈⼝減少６ 

１公共交通の不便さ６ 

２⼦供の外遊び環境５ 

３買い物の不便さ４ 

４地域の集まり寄合 3 

４昔からの⾵習３    

４教育環境の選択肢３ 

 

1 台⾵や⼤⾬被害 11 

2 公共交通の不便さ８ 

3 空き家・空き地６ 

3 ⼈⼝減少６ 

4 地域 担い⼿不⾜４ 

4 農業 担い⼿不⾜４ 

5 地域の集まり寄合３ 

5 昔からの⾵習３ 

              

1 台⾵や⼤⾬被害 23 

2 買い物の不便さ 21 

3 公共交通の不便さ 18 

4 地域 担い⼿不⾜ 14 

4 空き家・空き地 14 

5 ⼈⼝減少 13 

6 医療機関の不⾜７                 

7 農業 担い⼿不⾜５ 

7 地域の集まり寄合５ 

 

1 公共交通の不便さ 25 

2 台⾵や⼤⾬被害 24 

3 地域 担い⼿不⾜ 21 

3 買い物の不便さ 21 

4 空き家・空き地 18 

5 医療機関の不⾜ 17 

6 ⼈⼝減少 16 

7 農業 担い⼿不⾜ 13 

8 昔からの⾵習８ 

      

 

 
 
 
 
 
 
 
 

全回答者による上位３項目は、赤・青・緑の文字。年代により、差異がある項目は下線をひいている 
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４-2 集計結果より 
 
 設問【４】の集計結果において、年代別の回答
を⾒ると、全ての年代において「公共交通の不便
さ」が上位３項⽬に挙げられている。20 代から 40
代では「⼈⼝減少」が上位に挙げられ、50 代以上
では「台⾵や⼤⾬の被害」が上位に挙げられる。    
 ジャンル別で割合をみた結果の上位３つの領域、
「⽣活環境に関すること」「⼈⼝減少に伴う担い⼿
不⾜に関すること」「交通や移動に関すること」に
分けて、設問【４】の⾃由記述に寄せられたコメ
ントから⼀部を抜粋して記載し、最後に複合的な
内容のコメントを記載する。 
 
-- 
⑴ ⽣活環境に関すること 
◎買い物は⾃動⾞がないと⾏けない。歳をとった
ときに不安。地域医療の要である医院の閉鎖の話
しが聞こえてきた。近くのバス停まで歩いて 20 分
以上かかる。⼥、⼦供の⾜ではもっと時間がかか
る。とにかく寒川地区は⼩⼭市の中でも置き去り
にされているように感じる ◎何をするにも施設
が遠く不便である 
 
⑵ ⼈⼝減少に伴う担い⼿不⾜に関すること 
◎寒川地区は⽔⽥地帯であるにしても、農業後継
者（担い⼿）の問題は国家的規模です。なんとか
今のうちに取り組んで欲しい ◎農業だけで⽣活
できないが、兼業するには時間も資⾦もない ◎
農地はあるが⾼齢化と機械化で継続困難。良い⼿
⽴てはないか ◎新しいことを始めないと、⼈⼝
は減るばかりだと思う。昔からのものにこだわり
すぎ。昔からのものを残すなら、今の流れも取り
⼊れたりして残さないと魅⼒はないと思う ◎選
ぶのが３つでは少ない。寒川は困りごとはもっと
ある ◎⾼齢化が進み、近年空き家も増え、活気
もなくなっているように感じる。調整区域のため
新しく⼊って来る⼈もいなく、学校も⼦どもがい

なくなっている ◎過疎化阻⽌の早急な対策を 
◎⼈⼝減少、経済のシュリンク（縮⼩）、税収不⾜
などのスパイラルの中で地域の切り捨てが始まる
事に⼤きな危惧がある  
 
⑶ 交通や移動に関すること 
◎デマンドバスの不便さを早急に改善することを
願います ◎⼦供が⾼校に進学する時に交通⼿段
がない ◎現在は⾞に乗ることができるが、それ
ができなくなるとどこへも⾏けなくなるのではな
いかと⼼配 ◎寒川地区は陸の孤島で全てが⾞移
動である。免許返納したら⽣活にならない 
 
⑷複合的なコメント 
◎寒川地区にはバスが⾛っていない。近隣の⽣井、
中地区にはバスが⾛っている。巴波川を挟んで対
岸の地区にも栃⽊市のバスが⾛っている。寒川地
区は歴史のある地域なのにエアポケットのように
公共機関の交通⼿段がない。住みたいという⼈は
いないと思う（外から）。⾞の免許を返納した後の
買い物、通院等、単⾝世帯だと、どこまで⽣活し
ていけるのか。⾜が弱りバスも⼤変になってくる
と、家での⽣活はここではできないのだろうと思
う。⼈⼝減少は全国的にも深刻な課題になってい
ることです。この問題を早く解決していかないと、
すべてが成り⽴たなくなってしまう。多くの若者
が結婚して⼦供を産んで、育てていってほしい  
◎ハザードマップが⾚で堤防決壊の不安。⼤⾬被
害が⼼配。今は⾞で買い物、医療を受けられるが、
将来は不安 ◎寒川地区の困りごとを 3 つに絞る
ことは難しい。2度の災害にも遭っていることや、
⾼齢者が増える⼀⽅で、調整区域のため新しい世
帯が増えていかない。そのため学校も年々児童数
は減少し、活気がなく感じる。農業も後継者不⾜
で、いつまで続けていけるのだろうか  
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５：⼤切に守り継ぎたい地域の宝 
 
5-1 設問【5】の集計結果 
 質問「あなたが「⼤切に守っていきたい」と考え 
る寒川地区の⼩さな⾃慢は何でしょう？」 
設問【４】と同様に選択肢を⽤意し、その中から３ 
つ選んで回答。 
 
●回答が多い順（数字は回答⼈数） 

１地域に残る歴史ある史跡、神社やお寺・・・ 77 
２地域の農業・・・・・・・・・・・・・・・・55 
３消防団や⾃治会など地域の互助活動・・・・51 
４各地域に残る祭りや⾵習、伝統芸能・・・・43 
５公⺠館で⾏われる祭りやイベント・・・・・38 
６まちなみや景観・・・・・・・・・・・・・ 26 
７各地域に残る歴史ある建物や古⽊・・・・・ 18 
８交通の利便性・・・・・・・・・・・・・・17 
９買い物の利便性・・・・・・・・・・・・・・14 
９街路樹や公園、平地林などの⾃然・・・・・14 
10趣味やスポーツの地域のサークル・・・・・7 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域に残る歴史ある史
跡、神社やお寺・・・・
164 

２消防団や⾃治会活動など助け合い活動・・・・
122 

２街路樹や公園、平地林など然・・・・・・122   
 

 

 

 
 
11 地域の商業・・・・・・・・・・・・・・・4 
12 地域の⼯業・・・・・・・・・・・・・・・1 
その他 11、無記⼊ 22 

 
●ジャンル別の割合 
その他と無記⼊を除いた選択肢を、６つの領域 
に分けて全体に占める割合を⽰す。 

１歴史的な地域の資源     37.8% 
２地域コミュニティの繋がり 26.3% 
３地域の産業（農業単体で 2 位） 16.4% 
４利便性が良いこと 8.5% 
５地域の景観 7.1% 
６地域に残る⾃然環境 3.8% 

 
●その他について 

その他を選択し、コメント欄に具体的な回答があっ
たものが４件。 
◎いちごの⾥ ◎観光農園・県南市場 ◎そもそも
全てにおいて⽋けている ◎地域の⽔道事業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●年代別の集計結果（選択肢の⾔葉は⼀部省略または⾔い換え） 

20 代 2 名 30 代３名 40 代 14 名 50 代 25 名 60 代 54 名 70 代以上 70 名 

1 歴史的史跡や寺社 4 

2 祭りや伝統芸能 2 

2 地域の互助活動 2 

2歴史的建築や古⽊ 2 

2 公⺠館での催事 2 

3交通の利便性１ 

3買い物の利便性１ 

3 地域の農業１ 

 

 

 

1 歴史的史跡や寺社 6 

2 公⺠館での催事 5 

2 地域の農業 5 

3歴史的建築や古⽊ 4 

3 まちなかに残る⾃然 4 

3 まちなみや景観 4 

4 祭りや伝統芸能 3 

5 地域の互助活動 1 

 

1 歴史的史跡や寺社 13 

2 地域の農業 10 

3 祭りや伝統芸能６ 

4 まちなみや景観５ 

5 地域の互助活動４ 

5 公⺠館での催事４ 

6歴史的建築や古⽊３ 

7交通の利便性２ 

8 まちなかに残る⾃然１ 

 

 

1 歴史的史跡や寺社 25 

2 地域の農業 19 

3 地域の互助活動 18 

4 祭りや伝統芸能 14 

5 まちなみや景観 10 

6 公⺠館での催事 8 

7交通の利便性 5 

7買い物の利便性 5 

8 残っている⾃然 4 

9歴史的建築や古⽊ 3 

 

1 歴史的史跡や寺社 29 

2 地域の互助活動 25 

3 地域の農業 20 

4 祭りや伝統芸能 18 

4 公⺠館での催事 18 

5交通の利便性 8 

6買い物の利便性 7 

6 まちなみや景観 7 

7歴史的建築や古⽊ 6 

7 地域のサークル６ 

 
 
 
 
 
 
 
 

全回答者による上位３項目は、赤・青・緑の文字。年代により、差異がある項目は下線をひいている 
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5-2 集計結果より 
 
  設問【5】の集計結果において、年代別の回答を
⾒ると、全ての年代において「歴史的な史跡や寺
社」」が１位に挙げられ、40 代以上では、「地域の
農業」が上位３項⽬の中に⼊っている。⺟数が少
ない 20 代 30 代を除くと、「地域の互助活動」は、
年代が⾼くなるにつれ、上位に⼊る傾向が⾒られ
る。 

設問【５】の⾃由記述に寄せられたコメントを 
⼀部抜粋して記載する。 
 
⑴ 歴史的な地域の資源 
◎胸形神社はかなり古い歴史があると聞いていま
すので残してほしいと思う ◎胸形神社や中⾥神
社といった歴史ある史跡、花桶かつぎといった伝
統芸能はあっても継承していく⼈物が減っていく
のは課題 ◎①胸形神社②花桶かつぎ祭り⑤どん
どん焼、ウォーキング、桜祭り 
 
⑵ 地域コミュニティの繋がり 
◎⼩さな集落で⽼⼈化するなか地域の楽しみなど
なくてはならないもの。また⾜の衰えた⽅やイベ
ント会場へ来られない⽅など、どうにかならない
か考える ◎農業移住や地域カフェ、こども⾷堂
など興味あります！！！  
 
⑶ 地域の⾃然や景観 
◎公園で春に⾒られる桜が好きだから⼤切に守り
たい。公園には⼦供が⼩さい頃の思い出がある 
◎寒川地区の”⼩さな⾃慢”といったら、緑豊かな
⽥園地帯と、澄み切った空気と、豊かな⽔の、絵
になるような⾵景。そして、そこに住む⼈々の⼈
情味あふれた⽣活だと思います。どんなに世代が
変わっていっても、寒川地区に住む⼈々が⼈間ら
しく、⼼豊かに明るくのびのびと毎⽇の暮らしを
営んでいけたらと、切に思います 
 

 
 
⑷ その他 
◎特にない。⾏政のイニシアチブで、必要な市⺠
サービスなど地域格差が起きないよう、意識をし
っかり持って頂きたい。すでに地域ごとに特⾊を
持つ時代ではない ◎教育環境としては、静かで、
教育に⽣かせる教材がたくさんあると思う。⼦ど
もたちを⼤切に育むためにも学校は残すべきだと
思う 
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６：暮らしの価値観 
 

⼤問【６】として、個⼈の暮らしの中での充⾜ 
感や豊かさをどう考えているかを問う質問を設け 
た。これは、SDG sの推進や持続可能な地域社会 
運営の構築を考える際に、⽣活者の価値観とそれ 
に基づく⾏動様式の考察も必要不可⽋であるとい 
う⾒地からの対応となる。 
⑴については、全国的な傾向と⽐較するために 
内閣府が実施している「国⺠⽣活に関する世論調 
査」（１現在の⽣活について⑷現在の⽣活の充⾜感）と選 
択肢を同じくしている。同調査では、この質問は、 
昭和 49年（1974）から継続されているので、経 
年での国⺠意識の変容も確認することもできる。 
⑴⑵については、⽥園部・都市部の調査結果が 

出揃ってからの⽐較検討のデータとするため、こ 
こでは単純集計の結果の掲載にとどめる。 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
6-1 設問【6】の集計結果 
⑴ 「⽇頃の暮らしの中で「充⾜感を感じる」の 
は、どんな時ですか？」＊選択肢から３つ選んで回答 
 
●回答者が多い順（数字は回答⼈数） 

１ゆったりと休養している時・・・・・・ 99 
２家族だんらんの時・・・・・・・・・・ 96 
３友⼈や知⼈と会合、雑談している時・・ 78 
４仕事に打ち込んでいる時・・・・・・・ 71 
５趣味やスポーツに熱中している時・・・ 67 
６勉強や教養などに⾝を⼊れている時・・ 21 
７社会奉仕や社会活動をしている時・・・ 16 
その他 2 名、無記⼊ 4 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵「あなたにとって「豊かさを感じる幸福な暮らし」は、どのようなことでしょうか？  
豊かさや幸福の実現に「最も⼤切だと思うもの」は？」 ＊選択肢から３つ選んで回答 

 

●回答者が多い順（数字は回答⼈数） 

1⼼も体も健康でいられること・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 108 
2⽼後、災害、犯罪や戦争などの⼼配がなく、安⼼して安全に暮らせること・・・・・・  80 
3好きなことをする時間のゆとりがあること ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 68 
4好きなことができるだけのお⾦や資産のゆとりがあること・・・・・・・・・・・・・  52 
5家族や親戚、友⼈や地域の⼈たちと助け合って⽣活すること ・・・・・・・・・・・・ 37 
6家庭菜園や花づくりなど、⼟に触れる時間があること・・・・・・・・・・・・・・・ 34 
7 ⾃然に恵まれた環境の中で、またはその近くで暮らせること ・・・・・・・・・・・・ 28 
8モノはあまり所有せずに、できるだけシンプルに⾝軽に暮らせること ・・・・・・・・ 24 
9家電や⾞など物質的に満ち⾜りた環境で暮らせること・・・・・・・・・・・・・・・  13 
10困っている⼈の役に⽴てる活動や、地域、社会の役に⽴てること・・・・・・・・・  11 
11 地域の伝統や⽂化を絶やさず継承し、次の世代に引き渡す活動ができること・・・・   9 
12 住んでいる地域でつくられている農産物や商品が⼿に⼊る環境で暮らすこと・・・・   7 
13 情報や商品が⼿に⼊りやすく⽂化芸術に触れる機会が多い都会で暮らせること・・・  5 
14 社会的な地位を築き、名が知れた存在になること・・・・・・・・・・・・・・・・   1 
15 ⽇本各地、世界各国の農産物や商品が⼿に⼊る環境で暮らすこと・・・・・・・・・   0 
その他 2 無記⼊ 3 

  
その他 5 名 無記⼊ 18 名 
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７：望ましい⼩⼭市の都市環境のあり⽅ 
 
７-1 設問【7】の集計結果 
 

質問：「最後に、⼩⼭市のこれからのまちづくり 
について、お考えやご意⾒をお聞かせください」 
⑴ 20年後、30年後の望ましい⼩⼭市の都市環 
境のあり⽅について、ご意⾒をお尋ねします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
Aから Gそれぞれについて、選択肢の中からお 
考えにうものを選び、番号を［回答欄］にご記 
⼊くだい。 (後略） 
選択肢①う望む②どちらかといえば望む③どちらかと 

⾔えば望ない④望まない⑤わからない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

⽀持・共感者が多い順（「そう望む」「どちらかと⾔えば望む」の割合の合計が⾼い順） 
＊選択肢の⽂末「・・・⼩⼭市」は省略  ＊（ ）内の数字は「そう望む」の回答者の％ 

 
１ 82% (52） (F)公共交通機関の整備や、徒歩や⾃転⾞で安全・快適に移動できるまちづくりが進む 
２ 79% (44) (B)地域の農業が⼤切にされ、地産地消が進み、市域内の⾷料⾃給率が上がっている 
３ 75% (35） (E)空き家の改修や利活⽤が進み、あるものを⼤切にした住宅整備やまちづくりが進む 
４ 74% (37)  (C)環境保全型の農業によって⾃然環境も良好に保たれ、コウノトリも増えている 
５ 70% (31） (G)⾞社会に対応して、駐⾞場やバイパスの整備など、⾞での移動が快適になる       
６ 68% (28） (A)商業・⼯業が発展し、⼯業団地も増え経済的な成⻑や活⼒が重んじられている    
７ 67% (32） (D)空き地や平地林などに新しい宅地開発が進み、定住する若い世代や移住者が増える  
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7-２集計結果より 
 
●本設問の趣旨 
 本設問は、⽥園環境と都市環境の調和が取れた
未来の⼩⼭市のあり⽅を考えていくにあたり、そ
の基盤となる「産業、宅地開発、交通政策」につ
いて、各地区ごとに「積極的⽀持/共感」から「不
⽀持」の軸の上で、市⺠の考えを確認していくも
のである。項⽬としてあげたことは、これまでの
グループインタビューでも語られているように
「開発か⾃然環境保全か」「⼯業優先か農業優先か」 
などの「⼆者択⼀」で語るのは⾮常に難しい側⾯
がある。「未来の⼦どもたちのために⾃然環境は残
したいが、開発もして⼈を呼び込まないと地域が
廃れてしまう」など、多くの市⺠の意識には「ど
ちらか」では割り切れないある種のジレンマが存
在する。それではどうするか？という⼩⼭市の未
来へ姿と、そこへの道のりを市と市⺠で意⾒交換
を重ねながら探っていくのが、未来ビジョンの策
定であり、そのための参考資料として、本設問の
結果はディティールを読み解きながら活⽤してい
くものとしたい。 
 
●結果の概観：寒川地区の特性 

他の地区と同様に、「そう望む/どちらかと⾔え
ばそう望む」を選択した⽀持者が多い上位３項⽬
に「公共交通機関の整備」「農業重視」「空き家の
利活⽤」の順で並ぶ結果となっている。 
 ⽥園部の中でも、特に寒川地区は、グループイ
ンタビューやアンケート調査などで「⼈⼝減少」
「若い世代の流出」を深刻な問題として語られる
ことが多いかった地区ではある。その対応策とも
なる住宅整備においては、(D)の項⽬「空き地や平
地林などに新しい宅地開発が進み、定住する若い
世代や移住者が増える」が、最も⽀持率が低く、 
 (E)の「空き家の改修や利活⽤が進み、あるもの
を⼤切にした住宅整備やまちづくりが進む」は、 
⽀持率が３番⽬に⾼い結果となっている。若い世

代むけの住宅整備は望むが、⾃然を破壊しての宅
地開発より、増え続けている空き家を活⽤した住
宅整備が望ましいという意識の現れだと推察でき
る。 
 
7-3 ⾃由記述の内容について 
 
【７】では下記のように⾃由記述の欄も設けた。    
（２）最後に、お考えやご提案を⾃由にお書きく 
ださい。＊例えば、上記の Aから Gであげた例以 
外に、20年後、30年後の望ましい⼩⼭市の都市環 
境のあり⽅として、お考えがありましたら教えて 
ください。＊また、⼩⼭駅周辺の都市環境を持つ 
エリアも、それを取り込む⽥園環境が広がるエリ 
アも、バランスと調和がとれ、より良い関係を作 
りながら持続可能なまちづくりを進めていくため 
に、⼩⼭市が⼤切にしていくべきこと、具体的な 
ご提案など、⾃由にお書きください。 
 

64名から回答があり、別添の「アンケート集計
結果報告書」では、回答をテーマごとに掲載した。
複数の項⽬の記述がある場合は分割して掲載して
いる場合もあり、また、明らかな誤りと認識でき
る表記は書き換えているが、基本的には原⽂のま
まの記載としている。 
 本報告書では、別添の「アンケート集計結果報
告書」にテーマごとに掲載した回答者のコメント
からビジョンの考え⽅の根本に関するご意⾒を、
寒川地区についてのコメントと、⼩⼭市全体につ
いてのコメントに分けて、次のページから紹介す
る。 
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７-4 ⾃由記述から⼀部を掲載 
 
⒈寒川地区の未来について 
 
①過疎化への不安 
◎寒川地区は不便な場所で今でも⼦どもが少ない
ので、20年後 30年後には動物の棲家になる様な
気がしてならないです ◎調整区域だから、建物
を建てられないとか制限が多すぎる。何でも建て
ろとは⾔わないが、国道沿いからきれいな街並み
（整備する）とか、街灯をもっと充実させるとか、
空き家はどんどん活⽤、無くすなど、何かしら変
えていこうと変化しないと魅⼒はない、⼈は増え
ないと思う。50年後、この地域は間違いなく誰も
いなくなると思っている ◎過疎化が激しい地域
の⾒直しが必要。学童がなかったり、バスも通ら
ず⼦供が⾼校に⾏くための交通⼿段がない場所に
若い世代は住みたくないと思う 
 
②多世代が住みやすい地区に 
◎若者も⼦育て世代も⾼齢者も住みやすい都市環
境づくりをお願いします ◎⽼⼈も若者もどちら
も住みよい⼩⼭市にしてほしい ◎少⼦化を解消
し親⼦で暮らせる環境でありたい ◎⼦育てしや
すい若い⼈達が集まり、年寄りも住みやすい町  
 
③⽣活環境や利便性について 
公共交通 
◎おーバスのバス停の復活 ◎デマンドバスの利
便性を⾼めてほしい（所野塚医院の通院） ◎こ
こ寒川地区は⼩⼭市の街中へのアクセス⽅法が少
ない。これから⽼齢化が進む中、交通⼿段の確保
など考えて欲しい  
⾃然環境 
◎⽔と空気がきれいな町であってほしいです ◎
平地林などはできるだけそのまま残し、村や町を
流れる川が冬でも⽔があり、⿂などがその中で産
卵し成⻑できる⼩川であってほしい  

⽔害・災害 
◎⽔害の⼼配がいらない寒川地区にしてほしい  
◎災害に強いまちづくり（特に⽔道施設） ◎安
全・安⼼な、まちづくり。災害に強いまちづくり
をしてほしい！  
上下⽔道 
◎我が家のある地区は井⼾⽔です。⽥植えの時季
になると、⽔が出なくなり、過去 2 回の⼤⽔の時
などは濁っていて、１週間は⼊浴も料理も出来ま
せんでした。浄⽔器は必ず付けていますが、説明
書を読むと⽔道⽔に装着するのが条件です。すぐ
北の鏡地区までは市⽔道が来ているようなので、
我が地区も⽔道整備をお願いしたく思っています 
◎寒川地区における上下⽔道の整備。個⼈での井
⼾・浄化槽の⼯事の際の補助⾦の⼤幅拡⼤（⾼齢
者や年⾦⽣活者世帯での負担は特に）  
総合的なコメント 
◎農村地域の基本的な⽇常⽣活が維持できる社会
インフラとして、地域住⺠のコミュニティの場の
ほか、買い物や医療の場、移動⼿段の確保といっ
た事項は、最重要課題であると思う ◎環境リス
クを減らし、⼈々が安全に暮らせる地域に。農地・
宅地を⾃由に売り買いできる地域に。農業は株式
会社にて、⽣産性を上げ、計画⽣産する。上記は
この地域では未来永劫不可能なため、他の都市部
へ移住したい ◎物が豊かになり、⽣活も安定し
て、なんの不便さもない暮らしになっていくと、
⼈と⼈とのつながりが希薄になってコミュニケー
ションもなくなり、助け合い、⽀え合って⽣きて
⾏くという⼈として最⾼の幸せを感じられなくな
ってしまうのではないだろうか？多少の不便さが
あっても、お互いに助け合い⽀え合って、⼼豊か
におだやかに過ごせる。そんな寒川地区にしたい。
そんな魅⼒ある寒川地区に、他県からも移住して
くるような農業体験型の宿泊施設を作り、四季
折々の野菜作りやいちごやお⽶など作り、若い⼈
が移住してもらえるような環境づくりをしてほし
いです。それには、最低でも近くに病院とスーパ
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ーが、そしてみんなが集まるきれいな公園があっ
たらいいなぁと思います  
 
④農業について 
◎農業を良くしていく、具体的な政策や⽅向性が
聞きたい。抽象的な話ばかりでつまらない ◎健
康＝⾷と考え、安⼼安全な農作物の⽣産に期待し
たい  
 
⒉⼩⼭市域全体の未来について 
 
◎都市部と農村部の公共交通機関の充実が農村部
の過疎化の防⽌に繋がる。住⺠の⾼齢化は必⾄な
ので、都市部の⽼⼈が農村部の野菜を⽣産者から
直接購⼊できる、あるいは農村部の住⺠が市役所
や⼤規模⼩売店や病院に容易にアクセスできる、
という住⺠の移動の容易性を最⼤限に上げれば、
市としての⼀体化・発展が可能になるのではない
か  
◎⼈⼝が駅東、城南、⼤⾕地区に偏るのでなく、
駅⻄地区にも⼈が集まるような政策をお願いした
い。教育環境も整っているのに、⼈⼝減少のため
⼩学校中学校の児童、⽣徒数も少なく、”学び合い”
の⾯では物⾜りなさを感じる。⼩規模校の解消を
するような⽅策を講じていただきたい。⾼齢者も
⼦供たちも住みよい寒川地区となるよう、公⺠館
の活躍を期待しています。過去のような災害が起
こらない対策を⾏っていかなければならない ◎
栃⽊県で第２位にふさわしい街づくりの推進に向
け、⼈⼝の増加等を計画的に進めて都市環境と⽥
園環境が調和の取れた街づくりが重要ではないか
と思う。他市町との合併も重要ではないかと思い
ます ◎都市環境を持つエリアにお店等が集中し
ているので、⾞で移動できるうちは感じないが、
買い物難⺠がでないよう郊外に住む⾼齢者も安⼼
して⽣活できるようなシステムを考えてほしい  
◎ある⼀部の地域を開発するのではなく、バラン
スよく都市開発を進めてほしいです。また、公⺠

館とは本来どんな役割なのでしょうか。寒川地区
に公⺠館がありながら、地区の変化について公⺠
館で働く⼈々が然るべき部署に気付きを挙げ、共
有はされてはいないのでしょうか ◎何かを実施
した結果、どこかに不具合、マイナスが⽣じてし
まっては、このビジョンを作る本来の意味合いが
薄れてきてしまう。だからこそ、利害が対⽴する
⽴場になる、都市部と農村部の住⺠間の相互理解
を進める場が常にあってほしいと思います ◎新
しい道路を作りすぎる。今まで通っている道路を
整備してほしい  
 
⒊今後のビジョン実現の進め⽅ 
 
◎平成 27 年 9 ⽉関東豪⾬、2019 年の台⾵ 19 号
で押切は多くの住宅が被害にあった。「まちづくり」
の前に「ひとづくり」が重要とみています。寒川
地区に⼈材は⼤勢います。望みは寒川地区を活性
化したいです ◎住んでいる寒川地区の 30 年後
を考えた時、⼾数並びに住⺠は半減していると想
定されます。現在の美しい⽥園地帯の維持は困難
となり、農家の従事者は数える程となるのではと
危惧しております。寒川地区を⽥園環境都市にと
の構想は、素晴らしいとは思いますが、具体的な
提案となるとかなりの時間を要すると考えます。
⼤規模農業が可能な⽥畑の改⾰や後継者の育成を
本気で取り組んで⾏く必要があると思います。し
かしながら、⼩⼭市のトップが変われば継続は難
しい様な気がします。時間と経費を割いて、これ
だけのアンケートを実施する訳ですから、達成出
来るまで継続願います ◎効率化を図ること、財
政健全化を進めることが⽥園地域を置き去りにす
ることに直結する。安易な⽅法は避けなければ、
⽥園地域に先はない。短絡的なイベントなどの開
催で注⽬を集めようとしても短期間で飽きられ、
⻑期的には無意味。⽥園都市を⽬指すなら、個々
の農家に期待、依存するのでは無理。規模の経済
という⾔葉があるように、⾏政も参画した強い農
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業組織を作ること、それをアピールすることが必
須。⻑期⽬線で⽴案、実⾏できる⼈材の確保と育
成から始める必要がある ◎30 年後の⼩⼭市を
⾒据えることも⼤切だが、現代は VUCAと呼ばれ
る将来の予想も困難な不確実性の時代です。移り
変わりが激しい時代でもあるので、必ず３年・５
年という small goalを設定し、進捗状況を確認し
ながら様々な施策を進めていくことが⼤切だと思
います ◎商業の発展は購買⼒が増えなければ望
めない。つまりは⼈⼝増加を⽬指す事になる。⼯
業の発展は出先の事業所を誘致するような旧態依
然の⽅針は通じない。であれば新事業の本社を誘
致する事になる。…といったグランドデザインを
企画しなければ将来は⾒通せない。いずれにして
も⼈⼝は減少し、⾼齢化が更に進むのだから、⾒
合った都市計画が必要。⼩⼭市だけで解決できる
課題ではないという事を認識し、⾏政改⾰を推進
して頂きたい  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７-５自由記述からの頻出キーワード 
 
【７】の⾃由記述欄（30年後へのご意⾒）に寄せ
られたコメント全件で多⽤された⾔葉を、１つの 
参考として紹介する。 
テキストマイニングという解析ツールによるキーワ
ードの抽出で、基本的には、⼤きく表⽰されたもの
ほど、語られた回数が多くなっている。ただし、「⼀
般的な⽂書でよく使⽤される単語（思う。考える。
私、など）は統計処理の際の重み付けを軽くし、⼀
般的な⽂書ではあまり出現しないが調査対象の⽂書
だけによく出現する特徴のある単語は重視する」と
いう処理⽅式を⾏っている。 

【７】⾃由記述 5753字から抽出(※ユーザーローカル

AIテキストマイニングによるキーワード抽出） 

https://textmining.userlocal.jp/ 
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